
様式第３号(第９条関係) 

会議結果 

 次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。 

附 属 機 関 等 の 名 称 
令和５(2023)年度第２回みよし市教育振興基本計画推進委

員会 

開 催 日 時 
 令和６(2024)年２月２６日（月） 

午後２時から午後４時３０分まで 

開 催 場 所  みよし市役所 ６階 ６０１・６０２会議室 

出 席 者 

委 員 長：大村  惠 

副委員長：春山 士朗 

委   員：渡辺  桜  大地由美子  平尾 章芳 

     宮田 安弘  山田 郁子  成瀬 優香 

     林  晴子  宮﨑  務  冨樫佐智子 

     鈴木 康之  鈴木 睦子  内田 弥生   

近藤 憲司 

事 務 局：増岡教育長  冨田教育部長 新美教育部参事 

木戸教育部次長兼学校教育課長 

鈴木教育部副参事兼学校教育課主幹 

林スポーツ課長  橋本資料館長 

伊藤給食センター所長  二子石生涯学習課長 

大成学校教育課主幹  長谷川学校教育課主幹  

酒井学校教育課主幹  多治見学校教育課主幹  

金丸学校教育課副主幹  

（計２９名） 

次 回 開 催 予 定 日  令和６(2024)年５月 

問 合 せ 先 

 みよし市教育委員会学校教育課 

電話：０５６１－３２－８０２６ 

ファックス：０５６１－３４－４３７９ 

メール：gakko@city.aichi-miyoshi.lg.jp 

下欄に掲載するもの 
・議事録全文 

・議事録要約 
要約した理由   

審議経過 

鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

 

 本日は、ご多用の中、ご出席いただきありがとうございま

す。定刻になりましたので、ただ今から「第２回 みよし市

教育振興基本計画推進委員会」を始めさせていただきます。 

初めに礼の交換をします。みなさま御起立ください。 

一同 礼 よろしくお願いいたします。御着席ください。 
 

本日の会議ですが、黒笹小学校のPTA会長の松本様から欠席の 

連絡をいただいておりますのでご承知をください。 

また、この会議につきましては、会議録を取らせていただく

関係上、ご発言される際は、お手元の機器のマイク電源をオン



にしていただいてから話していただきますよう、ご協力をよろ

しくお願いします。 

 

 

 

増岡教育長 

それでは、本日の会議でお配りした要項に沿って進めさせて

いただきます。 

はじめに、主催者を代表してみよし市教育委員会教育長、

増岡潤一郎よりご挨拶を申し上げます。 

 

教育長 挨拶 

鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

 

 

大村委員長 

 

 

 

 

 

 

ここからにつきましては、みよし市教育振興基本計画推進

委員会設置要綱によりまして、委員長であります大村先生に

進行をお願いしたいと思います。 

 

大村でございます。よろしくお願いいたします。 

今、教育長からもお話がありましたように、学校改革、教

育改革が進んでいるという話でした。 

昨年の4月1日からこども基本法が施行されまして、12月に

はこども大綱、あるいはその居場所づくりとか、様々なこど

も、子育てに関わる施策が発表されてきて、おそらく来年度

からそれが市町村でも実施の運びになるのかなと思っていま

す。そういった意味では学校、それから家庭、地域、社会、

それぞれのところでこどもをどう育てていくのか。大人はそ

れにどう関わっていくのかということが、皆で議論でき、話

せる、そういった状況になっていくのかなというふうに思い

ます。今日の会議の中で、ぜひ皆さんからのお話をいただい

て、来年の活動に生かしていく。そんな会議になるといいと

思っていますので、よろしくご協力お願いいたします。 

それでは、次第に沿って進めていきます。皆さんよろしく

お願いいたします。 

ぜひ皆さんのご意見をお聞きしたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

大村委員長 それでは、次第に沿って進めさせていただきます。まず、

みよし市教育振興基本計画の概略です。それでは事務局から

お願いいたします。 

事務局・多治見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それではお願いいたします。 

本計画の概略の確認と、第1回教育振興基本計画推進委員会

にて、委員の皆様からいただいたご意見や、今年度行った調

査等から、今後みよし市で取り組むべき課題等についてご説

明いたします。 

本計画の概略につきましては、ここに示させていただいて

いる通りです。学ぶ楽しさで人と人をつなぐことを基本理念

とし、目指す人間像の育成のため、計画、実施をしていきま

す。本委員会の役割は、教育プランの進捗状況を確認いただ

き、ご意見、ご助言をいただきながら、PDCAのサイクルを確

立することになります。 

本年度は、令和3年度の中間見直し後3年次となります。来

年度と再来年度の2年間をかけて、次の教育プラン策定に向け



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て検討を進めて参ります。 

本日は、令和8年度の策定に向けて、本市の20の作戦の現状

と、見直すべき内容について、様々な視点からご説明いたし

ます。スライドもしくはお手元の資料をご覧いただければと

思います。 

まず、6月に行いました第1回教育振興基本計画推進委員会

について振り返りたいと思います。 

令和4年度の市民、保護者、教員、児童生徒アンケートの結

果から、大きく二つの課題が見えてきましたので、テーマを

①周知②家庭支援に絞り、グループに分かれてご協議いただ

きました。 

まず周知について。 

9割のこどもたちがみよし市を好きと言っている、その根拠

を足がかりにみよし市の魅力を周知できたらよいのではない

か。ただ、こどもたちだけが好きでは困るので、親もみよし

市で子育てしたいと思うために、園や学校のホームページにQ

＆A方式や二次元コードを取り入れて発信していくとよいの

ではないか。あるいは悩みを抱える人については、なかなか

外に足が向かない部分もあると思うので、インスタグラムと

かSNSとかを上手に使いながらやっていくとよいのではない

かという意見をいただいています。 

次に家庭を支えていくということに関して。 

家庭に入っていく難しさが学校、地域ともにあるが、例え

ば中学校で行っているコミュニティ・スクールの活動を幼稚

園や保育園とも連携して行うなど、園と小中学校が繋がるこ

とで、家庭支援のきっかけができないだろうか。また、ボラ

ンティアでの読み聞かせで紹介した本をこどもが家に帰っ

て、そのよさを伝え、お母さんがその本を家でも読んであげ

たというエピソードがあり、ボランティアの取組が家庭を支

えるきっかけにすることができるのではないか。地域でのお

祭りなどがしっかりできているコミュニティがあると、不登

校も少ないデータがあるようで、地域で子育て世代の親と繋

がるとともに、こどもたちの前向きな心を育てるよいチャン

スがあるのではないか。共働き世代が多くなっていることか

ら、地域コーディネーターの役割は大きい。三好中学校の取

組でもある通り、できるところから進めていくことが効果的

であること。今は放課後等デイサービスの数が増えていて、

こどもたちの自立に繋がるようなカリキュラムを考えていた

り、子育てネットワークは地域にたくさんいて研修を受けて

力量アップしたりしているため、市との連携を強化できると

よいのではないか。個別の支援が必要な子や外国にルーツが

ある子に対しては、スポーツとか音楽などは共通していて活

躍できる分野であるため、そう環境や機会の整備は、生涯に

渡った支援に繋がるのではないか。 

最後に課題として、保護者からすると、園や学校の先生方

が忙しい様子が伝わってくる部分もあり、こんな程度の悩み



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を相談していいものかと、躊躇することもあり、悩みを抱え

込んでしまうこともあるため、いかにささいなことでも相談

してもらえるよう園や学校が環境を整えられるかがポイント

であるというご意見もいただいています。 

次に、教育委員会の点検評価についてです。この点検評価

は、令和4年度の実績取り組みに対しての評価となります。 

名古屋大学の石井先生からは、学校教育分野を中心に評価

していただきました。よい評価をいただいたものは、白丸課

題点や改善の視野を与えていただいたものは、黒丸で載せて

あります。 

相談の受け皿の確保、相談体制の充実に向けて、専門相談

員を配置拡充したこと。話し合い活動の普及に努めている教

職員への敬意。きめ細やかな指導のために、少人数学級や少

人数指導を検証していること。目まぐるしく変化する時代に

対応するため、全小中学校の体育館に空調整備を進めている

こと。個別の支援について、個別の指導計画を100％活用する

ことについて評価していただきました。 

改善点としては、作戦PlusOneのみんなで育てるみよしっ子

の周知啓発に関しては、作戦3、4とも関わってくることから、

今後強く意識して欲しいこと。ICT整備については、相談アプ

リの導入や、放課後児童クラブの Wi－Fi環境等の整備も検討

していくとよいこと。作戦8のこどもの心を育てる教育の部分

では、情報モラル教育の推進と成果指標とのずれを是正する

ことを挙げていただきました。こども基本法が制定されたこ

とを受け、こどもの件について、こどもと大人がともに学ぶ

機会も設けて欲しいということでした。 

続きまして、愛知教育大学の中山先生からは、主に生涯学

習分野について点検評価をいただきました。 

評価いただいたこととして、令和5年度の計画に、サンライ

ブ以外の施設において講座が開催されること。総合型地域ス

ポーツクラブで活動した人数が増加しており、今後のさらな

る活動の発展が期待できること。資料館在り方検討会におい

て、歴史民俗資料館の発展に向け、あるべき姿、既存機能の

維持と拡充、連携の促進の3項目に分けて検討されていること

は、方向性としていずれも重要な部分であること。三好中学

校の実践をモデルとしながら、市内中学校への地域コーディ

ネーターの配置を実施することができたことが挙げられまし

た。 

今後に向けて、市民ニーズを具体的に掴むには、市民との

対話が重視されることから、社会教育主事有資格者の配置の

検討や資料館在り方検討会においても、積極的な共同学習の

営みとして検討が進められること。作戦20においては、市内

コーディネーター同士の実践共有と研修による力量形成が鍵

になってくることをご示唆いただいております。 

お二人の先生からいただいた意見を踏まえて、20の作戦Pl

usOneに関わるご意見は、担当課の方で役立てていくことに



 

 

 

大村委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局・多治見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なっております。 

以上になります。 

 

はい。 

ありがとうございました。 

ただいまご説明いただきましたけれども、その内容につい

てご質問、あるいは確認したいことがありましたらお願いし

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

よろしければ、後半のご説明に入りたいと思います。 

 

これからは本年度に調査したものから見えてきた傾向や課

題について説明いたします。 

作戦4、学校以外で相談できる公的機関を知っている保護者

の割合についてです。これは本年度ではなく、令和3年度と令

和4年度の比較にはなりますが、専門相談員の時間数と人数を

拡大したことによって、相談件数は290件増加しています。同

じ家庭の支援回数が、ただ多くなっただけという部分もある

かもしれませんが、より多くの家庭を支援するという意味で

は、成果と言ってもよいかもしれません。相談内容に目を向

けますと、不登校、いじめ、教職員といった学校関係の相談

というよりは、家庭生活やこどもの発達関係など、子育てに

関する悩みが増加しているように感じます。 

続いて作戦5についてです。話し合う活動を通じて、自分の

考えを深め広げている。授業で学び合う活動の充実を目指し

て、学校では取り組んでいますが、小学校6年生の割合は減少

しています。人と関わる経験、機会が減ってきていることが

影響しているのかもしれません。引き続き授業を始め、学校

のあらゆる教育活動において協働する楽しさや、お互いを認

め合えるよさを実感させていきたいなと思います。また、コ

ミュニケーションや仲間と折り合いをつける力も身につけさ

せる必要があるのではないかと感じています。 

続いて作戦6－2についてです。1人1台タブレットの活用状

況です。ご覧の通り、1人1台タブレットが支給されて、3年が

経ちましたが、思うように活用が進んでいるとは言えません。 

国でも、操作に慣れるためのファーストGIGAスクールの段階

から、こどもたち一人一人に合った個別最適な学びの実現や、

友達同士をつなぐツールとして活用する、ネクストGIGAス

クールにシフトチェンジしていく方針を出しています。今後

もなぜタブレットの活用が必要なのかといった視点で、教員

の研修も行っていければと思っております。 

作戦8についてです。人の役に立つ人間になりたい割合です

が、ご覧の通り、小学生の割合が減少しています。人の役に

立った経験であったり、集団において自分の役割を全うする

ことで、多くの立場の人から認められたりする機会が減って

きていることが要因にあるのかなと感じます。本年度の研究



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表校であります、北部小学校では、「I love me」という実

践を行っていました。このような、自分を好きになるといっ

たよい取組や実践を市内各校に共有し、自己肯定感を高めて

いく活動を意識していきたいと感じます。 

続きまして、作戦9です。全国体力運動能力調査の体力テス

トの合計点ですが、ご覧の通り、中学生において数値の減少

が見られます。部活動の朝練の廃止や、土日の部活動の時間

の制限など、部活動の縮小や運動する機会の減少が影響して

いるのではないかと思います。小中学生、保護者、教員の思

いをもとに、今後の部活動のあり方を検討する必要があるか

なと感じています。令和8年度の策定の見直しに向けて、この

後のグループ協議においても話題にしていただけたらと思い

ます。 

続きまして、令和8年度の策定に向けて、一つ意識していく

べきこととして、令和5年6月16日に閣議決定された国の第４

期教育振興基本計画の内容があります。本日の協議していた

だきたい内容ではございませんが、来年度以降どの程度取り

入れていくべきか検討していけるとよいと思っています。 

本日、簡単に説明いたしますと、主に二つのコンセプトが挙

げられています。 

一つ目が、持続可能な社会の創り手の育成ということで、

主体性、リーダーシップ、創造力、課題設定、解決能力、論

理的思考力、表現力、チームワークなどを備えた人材を育成

していけるとよいということ。 

二つ目が日本社会に根差したウェルビーイングの向上が挙

げられており、幸せや豊かさがキーワードになっています。 

ここで聞き慣れないウェルビーイングという言葉ですが、身

体的、精神的、社会的に良い状態。多様な個人がそれぞれ幸

せや生きがいを感じること。地域社会が幸せや豊かさを感じ

られるよい状態のことを指しています。自己肯定感や自己実

現などの獲得的な要素と人との繋がりや利他性、社会的貢献

意識などの協調的な要素に分けられ、両者を調和的一体的に

育むことが重要であると言われています。特に教育という側

面でいえば、このスライドにあるように、これまでも話題に

してきました通り、不登校やいじめ、貧困など、子供たちが

抱える困難が多様化している中、地域における学びを通して

人々の繋がりや関わりを作り出すことで、自己肯定感を高め

ていくことが必要ではないかと思っています。これらを達成

するために、国の教育振興基本計画では、五つの基本的な方

針を示しています。この本市の２０の作戦と照らし合わせな

がら、簡単に見ていきたいと思います。 

1、グローバル化する社会の持続的な発展に向けて、学び続

ける人材の育成については、本市の作戦でいうと作戦5、7、9、

14、15、16が関わってくるのかなと言えます。外国籍の子供

たちも今後増えてくる中、第1回教育振興基本計画推進委員会

にて、スポーツや音楽での繋がりという部分も出てきました



が、みよし市もグローバルな視点で必要な教育のあり方を考

えていかなければならないと考えます。 

2、誰1人取り残されず、すべての人の可能性を引き出す共

生社会の実現に向けた教育の推進については、本市の作戦で

いうと、作戦1、2、3、４、8、10、13、20が関わってくると

いえます。幼少期の段階から、豊かな心を育てていくことと、

そのために家庭を支援できるような地域の連携が欠かせない

と感じます。 

3、地域や家庭でともに学び学び支え合う社会の実現に向け

た教育の推進については、本市の作戦でいうと、作戦7、8、9、

10、13、14、15、16、20が関わってくるといえます。主に生

涯学習という視点での取組が重要であるといいます。地域の

教育力向上はもちろん、家庭、地域、学校の連携が鍵になっ

てきます。 

4、教育デジタルトランスフォーメーション、DXの推進につ

いては、本市の作戦でいうと作戦6、10、13、14、15、20が関

わってくるといえます。多様な教育ニーズへの対応、経済的

状況、地理的条件に左右されない質の高い学びの確保のため、

教育DX化は欠かせないものになってくると考えます。インク

ルーシブの教育の観点からも苦手な部分は、ICTで補えるよう

なみよし市でありたいと思います。 

最後5番目です。計画の実効性確保のための基盤整備、対話

については、本市の作戦でいうと作戦10、11、12、13、14、1

5、20が関わってくるといえます。学識経験者による意見とし

て、愛知教育大学の中山先生からの意見にもあったように、

市民ニーズを具体的に掴むためには、市民との対話が重視さ

れることから、整備を進めていくにあたって、様々な立場に

とって必要なものになるような計画にしていく必要があると

考えます。また、コミュニティ・スクールにおいても、地域

によって実情は違えど、同じ市内の取組として、地域コーディ

ネーター同士の実践共有する場など、対話する機会は大事に

していきたいと感じます。 

最後に、本市が目指す教育の学校教育という面から言いま

すと、先ほどの対話、あるいはウェルビーイングという観点

から、これからの学校はこどもがつくるこども中心の学校で

なければならないと感じます。これまで大人や先生たちがこ

どもたちのためにと思っていろいろと環境を整備してきた背

景があると思いますが、どこまでこどもの意見を聞いて対話

を通して決めていたかどうか。本当にこどもが幸せと感じて

いるかどうか、この点については再度意識して計画を立てて

いかなければならないと思っています。以上になります。 

大村委員長 

 

 

 

 

ご説明ありがとうございました。 

それで今のご説明についてですね、質問、あるいは確認し

たいことはございますでしょうか。 

よろしければ、今のご説明を受けてですね。各課の20の作

戦プラスワンの進捗状況。それから、令和8年度の策定の見通
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し、それから体系別全施策の進捗状況と次年度の見通しにつ

いてはお配りいただいている資料2と3にまとめられていると

いうことです。 

それでは、この後の協議の進め方について事務局説明をお

願いします。 

 

それでは第2回の協議テーマといたしましては、次代を担う

こどもたちの自己肯定感を高め、ウェルビーイングを感じる

ために家庭、地域、学校ができることは、20の作戦PlusOne

の見直し・検討とさせていただきました。キーワードは自己

肯定感、ウェルビーイングということになるのですが、これ

にとらわれず、資料2にまとめてあります、20の作戦の進捗状

況とか、令和8年度に向けての案も記載していますので、この

案でいいのかっていう部分で触れていただいて、協議してい

ただいても構いません。 

要項のところには、グループのメンバーも示させていただ

いております。各課の担当もグループ協議に入りますので、

ご質問などもグループ内で行っていただければと思います。 

また、学校教育課の指導主事がつきますので、話し合いの

取り回し等、必要があればお申し付けください。各グループ

について確認させていただきます。こちらの画面で示させて

いただいた通り、Aグループが子育て支援の部分を中心にご協

議ください。Bグループが学校教育の部分を中心に、Cグルー

プは、生涯学習、社会教育、地域連携の部分を中心にご協議

ください。まずは今回のプレゼン内容かでもいいですし、そ

れ以外の視点でもよいですが、グループ内での課題や改善案

を挙げていただきたいと思っています。 

その後、発表をさせていただいて、そのあと、他のグルー

プの課題に対して、自分たちのグループではどう連携し、課

題解決できそうかについて再度話し合っていただくような流

れをとりたいと思っております。 

それでは協議内容を記録に残す関係で、小グループのとこ

ろではICレコーダーもついて録音させていただきますので、

発言者はICレコーダーをお持ちになって、発言いただけると

ありがたいです。それではよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。進め方はご理解いただきました

でしょうか。本日の協議はグループ協議を中心に行うという

ことで、グループ協議は前半と後半に分かれて前半は、それ

ぞれのグループごとのテーマですね。Aグループは子育て支

援、Bグループは学校教育ですね。Cグループは生涯学習社会

教育、地域連携について、進捗状況もまず議論していただい

て、それぞれのグループの協議の中身を全体に共有し、後半

はそれぞれのテーマに限定せずに、他のグループの発表もお

聞きした上で、自由に協議をしていただくと、こういう形で。

だから前半はそれぞれのテーマ、後半は自由に協議するとい



 

 

う形になりますが、進行については、よろしいでしょうか。

それでは、グループ協議に入りたいと思います。 

大成学校教育課主幹 
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＜Ａグループ前半協議＞ 

資料2に20の作戦があると思うので、このAグループはPlus

Oneと1、2、3、4、10についてということでしたので、進捗状

況と8年度以降に向けて、こんなふうな課題とか、取組がある

のではないかというところをご意見いただけたらいいかなと

思っています。 

まず作戦PlusOneということになります。みんなで育てるみ

よしっ子を市民で共有しこどもたちを育てていきますという

ことで、みんなで育てるみよしっ子というのは、やはり家庭

も地域も学校もみんなで協力しながら連携しながら進めてい

きましょうというような、そういった部分になりますがそれ

の周知啓発っていうのを、第1回の時にご意見いただいていた

と思いますが、今年度右側の⑥番のところに、令和5年の点検

評価の分析と、R6に向けた改善というところには、みんなで

育てるみよしっ子のパンフレットを、説明周知を図る、ホー

ムページに掲載する等というのがありましたが、この辺がま

ずどうかなというところで、みんなで育てるという意識が、

市内にあるかどうかというところをちょっとお伺いしていき

たいなというふうに思うのですけどもいかがでしょうか。ま

ず、林先生、どうですか。 

私自体はこの会に参加させていただいているので、こうい

うふうでみよし全体でというのがわかっているとは思うので

すけど、他のこの会に参加していない園長とか、職員に関し

ては、どこまで職員たちが理解できているのかなという、私

自身も多分発信が弱いとは思うのですけど。本当に学校教育

課ですごく一生懸命やっていることが、隣の保育課としっか

り繋がっているかというと、ちょっと難しい部分が出てきて

いるのかなと思うので、そこら辺もしっかり周知ができてい

くとそれが保護者の方にも発信ができたりとかそういうこと

に繋がってくるのかなというのは思います。 

みよし市の特性でもあるかもしれないのですけれども、地

元がここではない人とか、私もそうなのですけれども、地元

が全く別で家族みんな全然みよしには縁もゆかりもなくて、

お仕事の関係とかでみよしで暮らし始めてという方が多分結

構いると思うのですけれども。そういう人たちは、もう私の

主観ではあるのですけれども、何かこう、どこまで地域のこ

どもたちとか、活動とかに踏み込んでいいのかなと思うこと

はあるなあと思いました。特に私はこどもが3人いまして、2

人は小学校に入っているので、地域の人、おじいちゃんやお

ばあちゃんとかと随分顔なじみになってきてはいますが、1

人っ子のご家庭の方とかマンション住まいの方は、近所の人

たちの顔も知らない人は多いように感じています。そういう

人達に向けたみんなで育てていこうねという、そういう周知

がもっとできたらいいかもしれないなと私は思いました。は
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いありがとうございます。 

保育園だと、共働きが多いかなと思うのですけども、その

辺で地域との関わりとか、そういったことも含めて宮﨑さん

どうですか。 

はい。僕も今お話、皆さんのお話を聞いていて、その共働

きっていうくくりというよりかは、成瀬さんが先ほど言われ

た通り自分も同じことを思っていて、みんなで育てるという

この言葉の意味というか、みよし市がやりたいことは何とな

くわかっているのですけど。具体的にどういったことをする

と、みんなでみよしっ子を育てているのかというのが正直僕

の頭の中でも明確なものがなくて、こういうことやっていま

すよという話ができないので。何かそういう具体的な取組、

こんなことやっていますとかというのをみよし市が以前から

そういう発信をされているのであれば、やはり、その辺の周

知というところは多分1回目協議というかグループ協議の中

でも話題にさせてもらった部分かなと思うのですけど。そう

いうところがまだ周知できていない部分で、それで、よりみ

んなで育てるという具体的な例というか、取組っていうのが、

イメージできていないっていうところが一つ、課題になって

いるのかなっていうのは、実感としてあります。共働きって

いう視点でというお話でしたけど、やっぱりその地域との関

わりってなると、自分は下地区に住んでいるので下地区の行

事だと、これまでコロナでなくなっていたけど、今年度は大

分復活してきて、下地区だと小学校を借りて5月とかにレク

フェスタみたいなのがあって、その地域の人たちがその全世

帯集まって、運動会とか、そんなようなことをこの前やって

いて、今年は復活はしていないんですけど、ウォークラリー

という形で秋のお祭りのときに、下地区の公民館で、お祭を

やって、本当にいろんな方々、おじいちゃんおばあちゃんか

ら本当に子どもや赤ちゃんを連れた家庭まで一緒に参加して

というイベント事が、やはり外から来た方も入りやすいし、

関わりももてるいい機会なのかなというのは今年度参加して

みて、感じた部分です。以上です。 

ありがとうございます。 

今の周知の方法というところと、内容、取組というこの二

つのところで、ちょっと課題があるんじゃないかというご意

見いただいたと思うんですけども。渡辺先生、この辺は取組

とか方法があるとかそんな提案なんていうのが何か具体例を

もっていたりしますか。 

はい。課題として投げかけられたときに、やっぱりみんな

で育てるっていうイメージが私もわかりづらかったのですが

具体的にこういうふうに、例えばPTAとかこども会とかでやっ

ているこれが当てはまるよみたいなものがあればちょっと逆

に教えていただきたいなと思ったのですけど。ありますか。 

それはちょっと後にしたほうがいいですかね。わかりました。 

今お聞きしていて、私、昨年、地域の班長を黒笹でやった
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のですけれど。そうすると、先ほど言われたみたいな黒笹で

ウォークラリーをやっていて、そこにいろんな人が参加して

そういう機会に、こどもとかこどもがいなくても地域の方と

か年配の方とかも繋がりやすいのかなって思いました。こど

も会やPTAについては、私も小さい時は関わっていたけれど、

それ以外の方となると、地域の取組というのが一つあるのか

なということを思いました。周知の方法としては、これって

私は結構、広報を見ているつもりなのですけど、広報とかで

も何か触れられていましたっけ。広報みよしなどを結構私見

ているかなと思うのですけど、この取組のなんかこう、皆さ

んが関心を高めるよう、何か載せられていましたか。私の大

学が日進市で、子供ケアセンターというところのセンター長

やっているのですけれどもやっぱり子育て支援に関わるいろ

んな周知をするときに、アンケートを取ったんですね、何を

見ていますかっていうところを。意外にこの今の時代なので

すけど、広報を見ているんですね、もしかすると子育て中の

こどもさんが小さいというところが多いかもしれないのです

が、広報も見ているので一つはそれもありなのかなっていう

ことは思います。あとはホームページ、SNSですかね。SNSだ

と、ちょっとでも関心があってハッシュタグで引っかかって

くれると見てもらえる可能性はあるかなと、それをきっかけ

にできればそういうものはあんまり触れない。 

ちょっと高齢の方とかに何かの機会で、その地域の取組の

時に巻き込んで話をしてもらうとかというところは必要に

なってくるのかなという気はします。 

広報とSNSっていうところ話題になってきたのですけども、

作戦1に周知とはちょっと関わりがあるかどうかわからない

のですけど、子育てに使えるようなファミリーサポートって

いう意味で、確か「みよぴよ」とかっていうアプリとかホー

ムページがあったと思うんですけども。成瀬さん使っている

とか、知っているとかっていうのは。効果的な取組なのか

ちょっと違った方法もあるのか、ちょっと保護者目線でどう

ですか。 

みよぴよは使ったことはあるんですけれども。使い勝手が

いいかと言われると、あったらあったで使うかもしれないけ

れども、使い込むまでに至らなかったというのが、しっくり

くる感想かなと思います。 

そうですね。みよぴよというのは、いつから始まったもの

なのでしょうか。結構前からですか。平成30年。ではもう6

年前ぐらい。自分もこどもが3人にいて、下の子が今6歳なの

で、もう上の2人がある程度こう大きくなっているという部分

もあるかもしれないのですけど、正直全く知らないもので。

自分の友達とかでも、このみよぴよとかという話題をもって

いたことがないので、あまり知られてないのかなという印象

ですね。 

なるほど。先ほど渡辺先生も言われたように、SNSというよ



 

 

渡辺委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成瀬委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林委員 

 

 

 

 

りはもしかしたら、原始的な広報とか、こども会とか、そう

いった時に紹介した方が周知が進む可能性が高いですかね。 

結構今アプリとかをやっているのだけれど、なかなか難し

くて、いっそやっぱりインスタグラムとかLINEの登録みたい

な形の方がいいのかなっていうところは思います。全部の地

域かわからないんですけど、黒笹もグループLINEがあるんで

すね。グループLINEがあって、それでいろんな話が飛んでき

たりするので、何かそういう、みよしでいうと班のレベルぐ

らいの人数であれば、この地域の情報みたいなのを例えば班

長さんが送るとかという中に、こういうものも入ってくると、

気のある人は見るかなあと、アプリを登録してというよりか

は、あと、インスタグラムとかだと、関心のある人がやっぱ

りなんかちょっと子育てのことでとか思ったときには引っか

かりやすいのはやっぱりインスタグラムの方が引っかかりや

すいかなと思って、うちのこどもケアセンターも始めたんで

すね、そこは。あと、大学が日進市にあるので、日進市はラ

インのところも確か動き始めたのかな。なかなかアプリだと

温度差があるというか、そう使いこなせないとかというとこ

ろもあったりするのかなと思います。さっきの家庭、地域、

学校でみんなで育てるとなると、やっぱり今子育てのところ

であるんですけど、子育てをしてない人、ちょっと高齢の方

とかあとお子さんがいない人とかにも、みよしのこどもたち

を一緒に見守って欲しいと思うんであれば、地域の活動とか

になるため、そこも漏らしちゃいけないのかな。だから広報

誌も含めて、地域活動のさっきのウォークラリーみたいな皆

さんが参加しやすいかなと夏祭りとか、その辺でも何かチラ

シを配るとかということも必要なってくるのかなという気が

します。 

発言してよろしいですか。私仕事で、飲食店で働いている

のですけども、お客さんがお誕生日の時に、ケーキを出して

写真を撮って応対するというサービスを行っているのですけ

れども。支援センターで、お誕生日の月に書いて、手形だっ

たかをお渡ししていますよね。ものをせっかく作ったから、

写真を撮ってインスタグラムに載せさせてもらったら、若い

お母さん、結構公的な役所のインスタグラムアカウントがあ

るかどうかわからないんですけれども、そういうのは、ちょっ

と手を出しづらいというか、何か自分のこどもが載せてもら

えるってなったら、お母さんほぼほぼ見てくださると思うの

で。そういう取っかかりで取り込んでいく。周知として若い

お母さんを取り組んでいくというのも効果的かなと思いま

す。 

今、保育園に併設して子育て支援センターもあるのですけ

ど、まずみよぴよに関してですけど、この3月から旧のみよぴ

よが廃止されて母子手帳と合わさった、ちょっとまた変わっ

た形になるということで、さっき言われたみたいに、前のみ

よぴよは奥に入っていかないと情報がこなかったりとか、
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ちょっと使いづらかったりしたかなとは思うのですけど、今

度のみよぴよの形はまだわからないのですが、母子手帳も一

緒になってというところのみよぴよが新しく3月からなる

よっていうところが決まっています。あと、先ほど先生の方

からも広報の話があったんですけど、育児講座とか、いろん

な支援センターの事業のところで、アンケートを毎回取らせ

ていただいて何で知りましたかというところだと、だいたい

地域の回覧版っていうところも、利用者の方から上がってく

るので、やっぱり地域の回覧版っていうのも大切なのだなと

思っています。また支援センター会議の中ではさっき言われ

たみたいに、インスタでも上げていけるといいねとか。あと

育児講座の申し込みを、今まで電話の申し込みだけだったの

ですけど、QRコードからの申し込みをさせていただいたとこ

ろ、半分ぐらいが、メールからの申し込みという形になって

申し込んだ方に確認をしたらやっぱり、いつでも時間気にせ

ず申し込めるからこういうのがあると申し込みしやすいって

いう意見も聞いているので、今後また支援センターの方もい

ろいろ変えていかないというところは今考えているところで

す。 

それこそうちの大学やっているこどもケアセンターで、こ

ういうことを子育て支援としてやっていますよということを

周知するのに、結局そういうインスタグラムとかは、学生の

方が強いし、よく知っているんですね。私のゼミ生を呼んで

いて、うちのセンターと、あと他の日進市から委託を受けて

いる3施設っていう子育て支援センターがあるのでそこの人

たちも来てもう学生に、SNSのことを聞こうみたいな機会を

作ったんです。そしたら文字だけじゃなくて、やっぱり写真

とか本当に短い動画とか、例えば場所も聞いたこともない

さっきここに全く土地勘のないぱっとこられた方は、やっぱ

りそこの建物の外見とか、この近くで住みたいなとか何か

入ってとかという動画が本当に2，3秒あるだけでも行きたい

と、それは学生たちにしてみると、ご飯屋さんとかになるん

ですけど、でもそれは絶対子育て支援のところでも、若いお

母さんたちにとってはすごくハードルが下がるんじゃないか

というのを言われて、私もそれをやりたいねと言いつつもな

かなかできてはいないんですが、余力があればさっき言った、

みんなで育てるみよしっ子のイメージのところが、動画が無

理ならイラストでとか、何か視覚的にわかるように、共有で

きないとアクションが起こしにくいのかなというのはちょっ

と聞いていて思いました。 

先生が言われたみたいに、支援センター、地域の支援セン

ター会議があったときに、支援センターでどうしても保育園

の中にあるので、保育園の門を開けるのに勇気がいるという

のを、すごく聞いて。こちらとすると気軽に開けていただき

たいなと思うのですけど、やっぱりそういう意見があるとど

うしたらいいのだろうっていうところで、すごく思っていた
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のですけど、今お話を聞いて、その動画を見れば何となくわ

かればというところも大きいのかなとすごく感じました。 

不審者対策もあって私、保育の現場にもたくさん研修で行

かせていただく時に毎回私も呼ばれているから入っていいは

ずなのに、これを鍵開けて、こっちやってとか二重ロックに

なっているのでここを押してくださいとかをやると、多分地

域のちょっと行ってみようかなあという人はやめとこうかな

となるかもしれないですよね。だから例えば、インターフォ

ンで声をかけてくれれば、保育士が行きますとか、何かある

だけでも、ちょっと行ってみようかなとか、話聞いてみよう

かなとか、そこにチラシが例えば置いてあれば、みんなでみ

よしってこういうことやっているんだというようなチラシみ

たいなものがあると視覚的にもイメージしやすいのかなと思

いますね。 
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＜Ｂグループ前半協議＞ 

Ｂグループにつきましては、学校教育ということで小中学

校、学校の方ということでよろしくお願いします。基本的に

内容については現状もそうですし、令和8年度からは新しい教

育振興基本計画を策定していくため、今後こういったものを

盛り込めたらどうかといった話までできたらと思います。今、

作戦がたくさんあるけれど、全部は多分時間では無理だと思

うので、さっきキーワードで来た自己肯定感というところに

焦点を絞っていきたいなと思っています。 

資料2の中に各作戦があるんですけども。一番初めは作戦5

がかかわってくると思っていまして、自ら考える力をつくる

楽しい授業をみよし12で実践しますというところで、各小・

中学校とも、こどもたちが関わり合って、自分の考えを他の

人に認めてもらうなどの自己肯定感を高める取組は行ってい

るとは思いますが実際コロナがあけて戻ってきて、成果とし

てこれからっていうところとは思いますが、まず、小中学校

の現場の校長先生、教頭先生がみえますので、どういう取組

がされているのか情報を寄せていただければと思うんです

が。 

緑丘小からいいですか。本校では研究で学び合いが、昨年

度からかなり中心になってきていますので、学び合いが自然

に生まれるような課題を提示して、その問題について、こど

もたちがやっぱりどういうことって、ちょっと首をひねるよ

うな、場面が生まれるような問題を提示することで、自然と

こどもたちがこう頭を寄せ合うような瞬間が生まれるような

授業を目指しています。なかなかまだ思い通りにはいかない

のですけれど、だんだんこどもたちが頭を寄せ合って話をす

るということが自然になってきたことと先生方も、それを目

指そうとしているので、先生方にまずどうそれを浸透させる

かということが第1なのでやっぱり現職教育に力を入れたい

と思っています。今年はかなり会議をとにかく減らして、現

職教育の時間を確保できるようにということで、努力してい
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ます。 

三好丘小で力を入れているところはありますか。 

緑丘小学校さんと同じように授業研究の力を入れていま

す。同じようなことです。話し合ってわからないことや、解

決するという、新指導要領で目指しているところなので、ど

の学校も同じようにやっていることかと思います。気になる

のは、何で数値が5ポイント下がっているのか、分析が自分も

できていないので、今言ったようなことを行っているが、な

んでこの効果がマイナスになったのかということが疑問に

思っています。 

中学校の取組としてはどうですかね。 

南中はですね、道徳と教科と学級経営で講師を呼んでいて、

今年はわからない子が教えてと言えるようになったんですけ

ど、ペアやグループまではいくんですね。それをじゃあ今度

全体に話し合ったものですから、広げようとすると、もう発

言者が固定されてくると、そこがですね、なかなか今崩せな

いところで苦しんでいます。あと、どうしても授業は個人の

技量の差が出てくるものですから、中堅とかベテランの先生

はすごく上手にやるんですけど、若手の先生が行うと申し訳

ないなというような授業もあって、その底上げをどうするか

というのがあります。ただ、近年、働き方改革という言葉の

もと、以前に比べて研究授業が減っていますよね。今までは1

人1実践、それが最近は学年で2実践とか、そんなふうになっ

てきているところが本当に苦しいなと思います。若い子なん

かだと集まって道徳などの研究をやっていますけど、それで

もなかなかまだ崩せない。全体が底上げするような感じには

なっていない。 

ここ数年学校訪問で本当に行ったときしか見てはいないと

思うのですが。 

授業よりも、やっぱりメタ認知のところしか、その観点し

かどこの学校も三、四年間見させてもらってないのですけど

も、やっぱり三好中学校が結構メタ認知で物事を考える基本

的な見方、考え方、広げ方を含めて、多分伝統的にやられて

きたと思うんですね。それがこの4年間でまた問いかけのレベ

ルが、結構上がってきていて、それがまたみよしの4中学校に

全部広がってきているような感じがします。もうどの学校も

そのレベルで、いろんな行事に対する問いかけの最初の目標

設定で何のためにとか、友達にどうするとかそういう細かい

問いかけがよく練られていて、それが今年は中部小学校にも

一部高学年で、それに近い小学校レベルで認知できるような

ことも、いくつかの取組があったので、みよし市内で人事交

流があるので広がってきているのかなという感じがしまし

た。なぜ、私がメタ認知にいつもこだわるかというと、問い

かけと、それからそれに対して一人一人のこどもがどう自分

の言葉で表現していくか。自分の言葉でその目標に対して、

考えられないとできないので、その点が今、中学校がいろん
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な行事に取り組むところがものすごくポイント絞って、すご

い取組をしているんですよね。先生がそれを理解し、すごい

ことだと思っていないかもしれませんけど、僕は全国発表し

たらいいじゃないかなというような本当にレベルの高い、問

いかけの形式がどこもやられていて、それの内容がまたすご

いんですよ。レベルの高い問いに対して自分があれだけ書け

るかなというと大人でも書けないようなことが結構。本当に

特定の子だけかと思うと全員が掲示してあるのですごいなと

いう。だからあれがやっぱり今ここに自己肯定感とか言って

いますけど、目標設定とそれに対して取り組んで、どう評価

して次にステップというのがPDSのサイクルが、一人一人と、

なおかつグループと学級と学校という、全部のレベルでスパ

イラル組んでやっているので、あれが、授業と直結するとい

いのかなと思っています。 

今皆さんのお話を伺いながらそうだなというのをすごく感

じる部分が多くて、高校なんかでもやはりいろいろ自分たち

で研究をしながら、探究をして、より深まった学びをという

ことでやっているんですけど、一つの課題はやはりこの教員

の意識をどういうふうに変えていくか。子どもたちにいろい

ろと考えさすとか、発表させるというので計画していくが、

教員はある程度、自分の範疇におさめさせたいんですね。 

個性となってくると、もっとそこを飛び出してくれてもいい

のかという気がするのですがちょっとそのあたりが、教員が

コントロールしすぎてしまって、今言った自己肯定感の部分

で、そこがちょっと抑え込んでしまっている感じはしていま

す。ですから、私は個別に生徒と話す機会があればあまり型

にはめずにということは言うのですが、やっぱり教員の意識

が、いかに目標があって、こういうふうにしたいというとこ

ろで話し合いをさせると思うんですけど、あんまり枠の中に

はめてしまうというところは子どもたちの成長という面では

どうなのかなと感じているところで、やっぱり悩みは一緒だ

なっていうような感じです。 

それぞれの立場で感じたことをおっしゃっていただいて。

今、自己肯定感のところで、ポイントが下がっている部分も

あり、やっぱり一方通行的な授業の蓄積という部分があった

というのも否めないかなとは思うんですけども、これを改善

し、今、各校で努力はしているのかと思うのですけれども、

こういう方法が有効ではないだろうかといった案みたいなも

のはいかかでしょうか。 

近藤委員が言われた振り返りで自分が立てた目標に対し

て、客観的に一番どうだったかっていうメタ認知ですね。自

分自身で自分の活動を振り返ってとかもあると思うんですけ

ど、いかがでしょうか。 

基本的には今ありますけども、わかる授業、できる授業、

楽しい授業とあるんですけど。これどっちかというと、指導

要領にある教える内容がまず最低限こどもに理解させなきゃ
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いけない。時間が50分でこの内容を教えなきゃいけないとい

うと一番効率なのは、塾の先生がよく使う、ここがポイント

だ、覚えろという方法が一番で、授業のあり方でいえば何も

考えなくてもいいので、一番簡単ですよね。だから僕は塾の

先生はいいなあと思いながら、考える能力なんて関係なく覚

えて、アチーブメントができたかどうかだけしか評価されな

いので。ところが学校の先生は、一人一人がその課題に対し

てどこに問題点があるかというのを、まず自分の頭の中にあ

るすべてのデータベースを、全部計測して、今日の課題はこ

このところと関係あるよねとか、多分A君とB君とC君のデータ

ベース違うので、全部出してくるところが違うんで、それを

先生方うまくとって、それで話を合わせて、なおかつ学校の

先生に求められるのは、今日の授業の中に僕の考えは、貢献

したぞと言って初めてそのサイクルで、みんな今日はだれだ

れちゃんの意見がよかったね、みんな深い学びができたねと

いうことで学校の先生はフォローしなきゃいけないですね。

そうするとすごくやっぱりこれ高度なテクニックだから教え

ることがあってなおかつ一人一人のこどもが自分が解決した

ような、要するにプロセスを、時間の中に組み立てて、子ど

もがよかったっていう成就感を味わうのは、アチーブメント

で95点100点取れたっていうものになる。その点数の喜びとは

全然違うことを学校の先生は問われるので。その辺が保護者

の方に、先生がすごく日々苦労していることが伝わっていな

いと思う。ただ先生たちはテストの点を上げているわけじゃ

ないよ、細かい取組をしているんだよといったアピールが弱

いような気がするんです。だから今日、増岡教育長先生が、

今度の来年度の教育の施政方針は、文字数にすると1万文字に

なるけども、それやると時間がなくなると言ってみえた来年

のポイントを、増岡先生はこの場で来年はみよしの教育はこ

こに充填しますと言われたような部分が、担任も、校長先生

も今まで足らなかったような気がするんですね。だからその

部分をもっと、これからこどもたちの学校教育の中では必要

だと思うのですが、それを多分市役所もみんなペーパーと

ホームページに載せたら伝わると勘違いされていると思いま

すがどうもそうじゃないような気がしています。一人一人が

認識するためには、一人一人の対話の中でしか、認知されて

いかないような気がして。だから、校長先生とか、担任の先

生は一生懸命プリントを配って皆さんに公開しようとされる

けど、紙になった時点で先生方の熱意は伝わらないので、何

か生の声でもっとこうしているのですというのが一人一人の

こども、なおかつ親に伝わっていくような取組をしていくと、

みよしの学校教育はもっとよくなるような気がするというの

が、教育委員をやらしてもらって、1年目、2年目、3年目はそ

こまで感じなかったんですけど、特に4年目になってそういう

ことを強く感じるようになりました。以上です。 

アピールというかその思いをきちんと口で教員だとか保護



 

近藤委員 

 

 

 

山田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新美教育部参事 

 

 

 

 

山田委員 

 

 

 

 

者の方に伝わるような手段が必要ではないかということで。 

それはマンツーマンでしかどうも伝わらないような気がし

ます。効率が悪いんですよ。どうも一斉に行ったのはどうも

伝わらないような、最近もそういう思いが強くなるのですけ

ども。 

学力・学習状況調査の結果だと思いますが、3年前の時に、

本校がまだその学び合いがまだ全然いかない時に、まず今日

のめあてを必ず板書をして絶対やりましょうと。100％を目指

しましょうとことでやって、それが学力調査の教員の結果は

よかったんです。また学校評価も、教員はめあては書けてい

ると。だけどこどもの結果はあんまり芳しくなくて、先生は

やっているつもりだけど本時のめあてだよと先生があんまり

アピールしてなかったので、次の年はこれめあてだよと必ず

言いなさい、書くことは当たり前だけどめあてはこれだよね

という、こどもたちがめあてを意識できるように、めあて書

いたよねということを、授業の中で必ず言ってということを2

年目にやったところ、こどもの結果も少しあがってきて、そ

れが今上がってきているんですね。近藤先生の話じゃないで

すけど、やっぱり本当何のためにこれをやるのかというのが

やっぱり言葉にして、こどもには授業の中できちっと言うと

か、保護者にも何かそういういろいろなツールがあるので、

それでこの活動はこのためにやっている。研究もこのために

やっているんだってことを説明していくことが必要なのかと

思いました。 

今地域コーディネーターの方とか、地域連携ですごく成果

が出て、本当に三好高校の子が、こないだも、スポーツ科学

科の子が剣道を教えてくれる。やっぱり全然違うんですよね。

教員も学べる。それからこどもの意欲が全然違うのです。 

ある時は、書道で、先生とかがグループで来てくださいま

す。家庭科だと、切り干し大根で、東山区長さんたちが、関

わってくれるんですね。浴衣の授業や調理実習でも打越の区

が浴衣を寄付してくださったりして、すごくゲストティー

チャーが今機能していて、本当にこの教員の指導力という面

から離れてしまうのですけど、こどもの主体性を引き出すと

いう面では、教員も勉強になりましたということで、充実し

ているなっていうことをすごく思っています。 

ゲストティーチャーというその道に長けた人というような

思いがあるかもしれないし、その道を知っている人から教え

てもらえるということが、こどもたちの意識のなかにあるか

もしれないし、モチベーションとか意識が高められることに

つながっているのかもしれないですね。 

陸上部の方が来てくれて、特別支援学級のおにごっこ、逃

走中をやって欲しいという要望したら、ちゃんとサングラス

をみんな持ってきてくれて、鬼ごっこをしてくれて、こども1

人に高校生2人ついて、上手に逃げてくれるんです。捕まるか

捕まらないかの、すごく高校生は上手にやってくれて、本当
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にこどもたちは大好きになっちゃって、あと5年生の子も、

ハードルとか教えてもらったら、最後にその技術を見せてく

れたのです。そしたらそのペアだった男の子が、俺のコーチ

いいだろうと自慢していて、本当に高校生の地域の方もそう

だけど、学校外の人に学校に入っていただくことは本当によ

くて、また三好高校さんには来年も来ていただきたいなとい

う話はしています。 

生徒さんの声はありますか。 

すごく楽しかったといって帰ってくる生徒が多い。反省も

多い。もっとこうすればよかったとか、準備したのに半分ぐ

らいしかできなかったなど、それは高校生にとっても学びが

多いのですごくうちはいい機会をいただいていて、小中学生、

幼稚保育園ともかかわっていますから、そういう子たちと接

する中で、やっぱり高校生が感じ取ること、自分の考えたこ

とと実際やってみて、違いがものすごくこう浮き彫りになっ

て帰ってくるので、とてもいい教育をしていただいていると

感じているのでぜひ継続したいなと思っています。 

はい。ありがとうございます。他いかがでしょうか。 

わかる授業、できる授業というのが、どちらかというと、

成果主義的な印象がすごくあって、教育長が言われたのは、

行きたくなる学校、楽しい学校。だから、ゲストティーチャー

とかは、本物と接して、好奇心がくすぐられるのだろうなと。 

だから、こどもがどうしたらこうは知りたいとか、やってみ

たいという、そういう課題に巡り合うのか。教科書はそうい

うふうに作る努力はしているんですけれども、こどもが、こ

れを勉強しなければではなくて、どうしたら勉強したくなる

かなと。やっぱり教員が、教材と生活を結びつけるとか、お

にごっこであれば、こういう部分と結びつくとか、徒競走と

おにごっこが結び付いたらすごくおもしろいだろうなとか、

そんなカリキュラムだったらわくわくするだろうなとか。そ

ういう視点で先生方が、学びたくなるというか、そんなよう

なことになるとそれをこどもが自分で問題解決する、自分で

計画して問題解決するということができるといいなと、これ

は小学校1年から積み上げていくといいなということと、三好

高校のスポーツ科学科の発表を聞きに行くと本当にとても生

徒さんが工夫してね、どうやったら解決できるか、こうやっ

たらうまくいくのではないかと考えながら発表をしているの

で、どうやったらそんな力がつくのだろうかと思っています。 

保護者は、こどもが持って帰ってくるのは、テストになっ

てしまうのでそれだけでやっぱり判断する人と、あとは成績

とか、こどもとの会話がこっちになるのかなと。 
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＜Ｃグループ前半協議＞ 
このグループは Cグループということで、生涯学習、社会教

育、地域連携についてということでいろいろとご意見いただく

というふうになっております。皆さんにお配りしてあります、

こちらの資料に今のところの進捗状況ですとかを示してござい

ますのでこういったものを見ていただきながら、課題ですとか、
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改善点も含めて、お話いただければいいかなというふうに思い

ます。教育委員会の職員もおりますので、いろいろとわからな

い部分ですとかもうちょっと説明がというところがあれば出し

ていただければ、お答えさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。特に作戦の 13以降っていうとこで

すかね。どこからでも結構ですので、お気づきのところからど

んどんお出しいただければと思います。いかがでしょうか。 
 現状コミュニティ・スクールの作戦 13、地域とともにある学

校づくりを進めますというところで、私は三好中学校の地域

コーディネーターをやっている関係で、三好中の現状をいいま

すと、令和 5年度は新しく取り組んだこと、昨年より取り組ん

でいた草取りとかを含めて、新しく、「わくわくわくわく作品

展」というものを年度に 4回やりました。地域の方はどなたで

も入ってきていただけるような体制を学校側が整えてくださっ

て、展示もその 1回 2回 3回 4回、それぞれテーマを変えてや

られましたので、あれは大変効果的だったと思いますし、三好

中校区でない方も来てくださったりとかして、よかったかなと。

あとは、一番盛況だったのが、卒業生と地域の方の作品展で、

卒業生も今は三好中校区外の方でも、三好中を卒業したという、

60年配の方たちの作品もあり、私は文化協会も関わっています

が、文化協会の作品展とまた違った意味で、とても楽しめる作

品展になって、生徒たちにも刺激を与えたんじゃないかなとい

うことありました。それで、不登校だった生徒さんが何と作品

を出してきて、あれはすごい感動で。そのお父さんがとても今

まで学校に対して、自分の子が不登校だった。私はそれをちらっ

と聞いただけなので、はっきりとわかりませんが、とても学校

に好意的になられて、次の書道のときも、作品をお父さんの方

が出してくださったりして、とてもいい関係が築けられたかな

と。今一番よかったのはそれです。あと、わらび福祉園のわら

さんとの連携を来年度もやっていきたいなというのは思ってい

ますけど。以上です。 
はい。ありがとうございました。早速具体的な例も出してい

ただきましたけれども、関連していかがですか。 
スポーツ推進委員の鈴木と申します。23年ぐらいスポーツ推

進委員とそれから地域総合型のなかよしクラブの先生を 23年

やっていますけど、まず私が関係するのは 35ページの作戦 16、

市民がいろんなスポーツを楽しめるようにしますということで

今、その地域総合型スポーツクラブですが、いろんな種目があっ

て、こどもさんたちが最近スポーツを楽しめるという人はいな

いので、ぜひ楽しんでもらいたいということと、親と子で同じ

ようなことができる、同じようなスポーツをやれば、家庭に戻っ

ても同じ話題ができるので、できるだけそういう種目をたくさ

んやっていただけるとありがたいなと思っています。今私が教

えているショートテニスも、今こどもさんと親がなかなか一緒

にやってないという状況なのですけど、コロナの前はお母さん

が 20人ぐらいこどもさんと 20人ぐらい来て、隣同士のコート

で、親もワーワー言いながら、こどももワーワー言いながら、

非常にいい関係の競技をできたなと思っていますけど、ぜひそ

ういうことが多くなってくるとありがたいなと思っておりま
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す。以上です。 
図書館協議会の内田と申します。以前から個人的にも小学校

中学校の読み聞かせボランティアを、2000年あたりからずっと

20年以上やっていまして、小学校は、絵本でばっちりなんです

けれども、中学生の読み聞かせも絵本でやっていたんですね。

それが問題ないのかなと、ずっと疑問にもっていて、こちらの

会でもボランティアさんのレベルアップをぜひ考えて欲しいと

いうことを言い続けてきたのですけれども、何と、2月 16日に、

「中学生と本をつなげるためのボランティアができること」と

いう、もうばっちりのテーマの講座を図書館が開いてくださり、

希望通り、小幡章子先生という、本当にこどもが読書を通して

人生を力強く生き抜いていくテーマの本をいっぱい紹介してい

ただいて、ぜひ朗読をやったり、それから本の紹介をしたり、

10分間しかないんですけれども、その時にぜひやってください

というゴーサインが出たんですね。今まで絵本に限りますみた

いな、暗黙の了解があったのが、そこで、テープ切っていただ

いたなと思って。それから、そこに中学校に行っているボラン

ティアさんたちも多数、その先生の講座を聞くことができて、

これからちょっと中学校の読み聞かせが変わる第一歩が始まっ

たなと思いました。とてもよかったと思います。 
 お願いします。作戦 14のところで私は社会教育委員なので、

ここら辺が関わるところだなというふうに感じています。サン

ライブでいろいろなことを学べるようにしますというところで

は、本当に私も講座に参加して実感したいと思いまして参加し

たりしています。参加してみるとすごく楽しかったり、興味深

かったりということで、いろいろ考えられているなということ

を実感しています。ただそれがどのぐらいかというところで成

果指標のところで、延べ人数というふうに出ているんですけど

もコロナとかもいろいろあってということもあって、令和 5年

度は減っているということもあるんですが、延べ人数というこ

とは私もここでお話させていただいたんですけど、延べ人数が

いいのか、実際に何人の方が関わってという実人数ですかね。

そういうところはきっとわかると思いますので、そのあたりを

問題にしていくことも大事かなということを感じています。そ

れから、今日もお話の中にも、市民のニーズという話が出てき

ているんですけども、市民のニーズとひとくくりにしてしまっ

て、市民のニーズって何ていう、生涯学習とかこのサンライブ

の講座に行きたい人が何を望んでいるかというのもニーズであ

りますし、市民としてどんなふうな生涯学習を希望するかとい

うところもニーズでありますし、この市民のニーズっていう点

をもう少し、何を対象にしてとか、何を目的としてとか、ニー

ズという言葉でくくってしまうと市民のニーズでまとまってし

まうんですが、やっぱりそういうところをきめ細かく、これか

ら考え、やっぱりそれを把握するところに力を注ぐということ

は大事なことかなということを強く感じています。 
はい。以上です。 
 作戦 17のみよしの歴史や文化についてのところですが、小学

校 2年生になると、自分たちの地域を回って、お寺を見たり、

地域の公民館を見たり、学習するだけじゃなくて、実際に自分
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がそこの場所に行って感じる。それで、3年生になると、ふるさ

とみよしという学習をするんですね。そうすると、歴史民俗資

料館に行って、実際に土器を見たりする経験もするんです。だ

から今タブレットで本当に便利に勉強はできていますが、やっ

ぱり自分の五感を大事にする、そういう実際に触れるというこ

とがものすごい、そういう場を与えてあげるっていうのがすご

い大切なことだと思います。それと北中学校から、私たちの地

域のいきいきクラブなのですけれども、そこに中学生に交流を

もつ会を作ってもらったんです。風船バレーボールをしたり、

ボウリングを考えたり、その中学生が考えたことを私たちが一

緒にやったんですけれども。中学生と触れる機会がない。地域

の美化運動とかなんかではそういうこともやっていただいてい

る。中学生と触れる機会をそうやって、中学校がもってくれる。

私たちも、三好中学校みたいに、こちらからアプローチしたの

かどうかはわかりませんが、そういうことができたら、いいな

と思います。それでやっぱり防災の時には、本当に中学校の子

たちは私たちの力になってくれる子なので、地域とやっぱり顔

見知りじゃないですけど少しこうコンタクトがあった方が、い

いなと思う。自然に進むのではないかと思います。以上です。 
 はい、ありがとうございました。今一通りですね、委員の皆

様からもこんなふうだよという、かなりどちらかというと前向

きなところを教えていただいていたんですけれども、今後さら

にというところもあるもんですから、こちらの中でも課題です

とかこういったことをやっていた方がいいのではないかと先ほ

ど大地先生の方からも、そもそも指標の見直しというのも、も

うちょっと必要なんじゃないかということもあったもんですか

ら、そういった改善点ですとか課題みたいなことも、今の出た

こともいろいろおっしゃっていただけるとありがたいかなと思

います。あんまり時間もないので、ちょっと急ぎ足なっちゃい

ますが、お願いします。 
先ほど言いました中学生の読み聞かせのボランティアさんの

レベルアップの講座は、1回ではやはり浸透しないというか、何

回もやって欲しいというので、継続してやっていただきたいな

と思っています。それからちょっとまた違うことなんですけれ

ども、こちらの資料 3の 23ページのこの本の好きな子の育成の

ところの 244のところですけども。学校図書館の蔵書の充実で、

蔵書率の維持と新刊図書への定期的な更新という行動目標を立

てられて、今、実績としては、蔵書率 100％達成校が 11校で、

新年度は、蔵書率 100％達成校が 12校という、数字では上がっ

ているんですが、実はこの蔵書率 100％というのは、もう、これ

変わらないですよね。この次の数字を目指して欲しいなと思っ

て、蔵書率の中身を吟味して欲しいと思っています。すごく古

い本がまだあって、それも蔵書率の中の 1冊に含まれているん

だったら、それは 99％でその古い本がない方がいいです。古い

情報に左右されることなく、そこにある本は全部信用して、こ

の本にある数字は一番新しいよという信頼のある図書がそろっ

ていて、本当だと思うので。今度この蔵書率 100％からちょっと

一歩踏み込んで、中身をちょっと何とか工夫して調査して欲し

いと思います。 
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 ありがとうございました。続いていかがでしょうか。かなり

具体的なアドバイスをいただけてありがたいです。 
 わからないので教えて欲しいことになります。作戦 15の市民

が発信する生涯学習活動を応援しますというので、とてもここ

も重要なポイントだなというふうに思います。この中で、令和 5

年度の評価のところで、生涯学習活動団体数を増やすための啓

発っていうのがあるんですけども。広報みよしへの掲載という

ことですが、これはどんな形で行われているのか知りたいなと

思います。今のところはいかがですか。 
生涯学習課二子石です。広報みよしへの掲載ということでお

尋ねでございますが、例年ですね、年度初め等タイミングの時

に、広報誌に呼びかけということで、生涯学習活動団体、また

サンライブへの登録団体というような形のものもありまして、

そちらの方を広報誌に載せさせていただいて、その登録された

団体については、週末に行いました生涯学習発表会だとか、そ

ういったところに参加いただけるというようなことで、メリッ

トですね。そういったところで、皆さんが自主的にやってみえ

る活動を登録していただくことによって、サンライブという場

所で発表する機会もありますので、積極的に登録いただけませ

んかというような内容で広報させていただいとるという格好に

なります。 
 やはり周知していながらもやっぱりそこら辺が現実的なとこ

ろもあるのかなって。どんな仕掛けができるとそういった周知

がもっと進むのかなというところが課題でもあるのかなと思い

ます。他のことでも結構ですいかがですか。 
 先ほど鈴木さんがおっしゃった歴史のことに関して、文化協

会の郷土史研究会っていうものが、「目で見るみよし」という

小冊子を作って発行しました。それを各学校１部ずつぐらいし

か渡っていないんですが、結構お金かかっちゃったので。すご

くわかりやすいので、字がいっぱいじゃなくて写真が多くて。 
あれをもう少し活用していただけるような方向へもっていって

いただくとありがたいなと思います。 
歴史民俗資料館の橋本です。今、目で見るみよしのことで市

民団体の研究会の皆さんが頑張って作られたというところで、

市としても、内容的にも確かに見やすくて、かなり好評だった

ということでしたので、一応タブレットで見られるような形で

学校には、資料は提供してますのであとはちょっと先生たちの

学校のプログラムというかそういったカリキュラムもあると思

いますけれど、活用していただく。あのような内容で、資料の

提供はしておりますのでその辺をもう少し、学校と資料館も含

めてですけど協力してやっていくっていうところが私どもも課

題として考えておりますので、また今後、そういった教材とし

て使っていただくような形で働きかけはしていきたいなと思っ

ておりますのでよろしくお願いします。 
 小学 4年生から部活が今度なくなっていくという話で、地域

のスポーツへだんだんと移行していく。4年生が終わってからす

ぐ家に帰るが、家に帰ったところが行く場がないという子が増

えるんじゃないかと私は思うんです。そうすれば、地域のそう

いう場に行ける家はいいですけれども、習い事に行ける子はい
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いですけれども、行けない子はどうするのかと学校にいたら学

校で、何かやるという方向はできないものでしょうか。 
 今の地域総合型でスポーツができるかということですけど、

ソフトテニス連盟もいろいろと検討会をやっていまして、なか

なか先生の確保とか、場所の確保ってよく言うのがなかなか難

しくて、話は出るんだけど、なかなか進んでいかないという状

況なんでちょっと難しいところあるんでちょっとまだ課題が多

数あって、本当はこどもたちをその場で見る人がいたらいいな

と思うんですけど。ちょっとそういう状況です。すいません。 
 1月の時に書道展というか、書き初め展がありますけれども、

その時に、１年生 2年生の筆圧がまるでないと見た感じに。 
Bとか 2Bとかいう濃い鉛筆を持っている子が多いと聞きまし

た。筆圧というのは人間の握力、健康状態にもよるので、その

タブレットとかそれに平行して、何かこう運動機能が落ちてい

るんじゃないかとすごく懸念しています。 
はい。ありがとうございました。今授業の後のいろいろな体

験活動ということであったんですけども、今年度からですね、

小学校の 2校先行して、放課後こども教室というのを始めてい

てそれがスポーツやスポーツって言いながらもあんまり部活み

たい本格的なところは行ってないんですけれども、運動に触れ

る場であったり、あるいは工作ですとか、そういったものを体

験するというのを試行的にっていうのですかね。モデル事業と

して進めています。来年度からは小学校全校で行っていくとい

うことで今準備が進んでいるところです。ただ、課題としては

先ほどあったように、また指導者が十分に確保できてなくて、

準備するけれども、講座ですとか指導者がそこまで追いついて

いるかというと、なかなかそうではないところもありまして、

そういったところは、さっきあった地域の方が、こんなことで

きるよというのをたくさん提示しながら地域と連携しながら、

地域のこどもたちを育てていける。それで運動もそうですし、

文化的なことと広くいろんなところに触れていって、その子た

ちのいろんな可能性を広げていく。そんなことができればいい

なということで今進めているところです。課題は多いです。そ

んな状況です。 
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Ａグループ発表 
Aグループは、家庭、子育て支援ということで話させて話し合

い行いました。まず、プランのところで、みんなで育てるとい

うところが鍵になっているんですけど、そもそもみんなでとい

うところの具体的な取り組みやその方法等が周知できているの

かなというところが話題になりました。例えば、幼稚園・保育

園とか小中学校の先生から保護者へ、それから他地域からみえ

た方は、なかなか一人っ子であったりとかマンションで御住み

になったり、なかなか関わりがもてないのではないか。地域の

皆さんに全員に関わってもらうためにはどうしたらいいのかな

というとやっぱり地区のイベントとかお祭りとか、子育て世代

だけではなくって、地区の全員が参加できるものが、やっぱり

いいんじゃないかというような話になりました。それから、周

知というところについて、やっぱり SNS ももちろんあるんです

けど、広報みよしとか、回覧版とか、昔からあるこの地域に密
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着したもので、周知をしていくのが大事じゃないのかな。それ

から SNSはすごく話題になって皆さん見るようになっているん

ですけど。みよぴよも今のところあまり知られていないところ

も多かったり、使われていなかったりというところがありまし

た。その SNSを使うにあたっては写真とか、動画とか、行きた

いなとか、ちょっとやってみたいなという例えば保育園だった

ら、そのときのこの動画を見せるとか、そういうような形で、

ちょっと配信の仕方や内容も工夫するとよいのではないか。そ

れからやっぱりそれも積み重ねなので 1回出して終わり、作っ

て終わりではなくてやっぱりちょっと定期的な配信が必要だな

というお話をしました。以上です。 

 

Ｂグループ発表 
Bグループは学校教育という点で話し合いをさせていただき、

さらにもう少しキーワードを絞らせていただいて、自己肯定感

をキーワードに話をさせていただきました。まずは小学校・中

学校・高校での自己肯定感を高めるために行っていることにつ

いて出していただきました。小学校では学び合いから、授業研

究から普段の授業にも浸透させていく。中学校はペアやグルー

プができているのだけれども、それが全体に広がってないよう

な自己肯定感が生まれてないちょっと原因になっているかなと

いう話題にもなりましたから、全体的にここで一番出てきたん

ですけれども、教員の意識改革。これがなされていかないと、

こどもに浸透させる前にまず先生たちが、自己肯定感というも

のを上げるための意識改革をしていかなくちゃいけないという

ふうな話も出ました。また違う視点からですね、メタ認知の観

点ということで、みよし市の小中学校に関してはかなり浸透し

ているという話になりました。これがスパイラル的に上がって

いくことでより自己肯定感も上がっていくのではという話で、

前半を終えました。後半ですけれども、自己肯定感を高めるた

めの一つどういったことを進めていけばいいかという話題で

は、これは保護者がこれだけ学校の先生が頑張っていることを、

実際、わかってないのではないかという話が出ました。もちろ

ん、こちらは紙面だとかホームページだとか、あらゆるツール

を使って行っているがやはり生の声じゃないと実際伝わってい

ない現状があるのではないかというのが一つ出ました。それか

ら、自己肯定感を高めるために、やはり今でも学び合いを授業

ではやっているけれども。もう少しこどもにも、きちっと浸透

させなくちゃいけないから、先生たちにもさらにもう少しやっ

ぱり意識させていかなくちゃいけないという話題と一つの例と

して、地域との連携というものがとてもうまくいっているとい

う話になりました。やはり、例えば三好高校のスポーツ科学科

の生徒さんがまた陸上のことを教えに行くとそこでは、教員も

こどもも、やっぱり自分の知らないことを教えてくれる学べる

機会になっているというのも、一つ話題になっていきました。

これは少し自分は興味をもったんですけども、先生たちとこど

もは学んでいる一方、高校生たちはどう考えているんだという

ところで小学校中学校等ではとてもありがたい活動だったんだ

けれども、高校生は高校生でやっぱり足りないことがあって、
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反省しながら次につなげていくって、これも一つ自己肯定感を

高めていくための次のステップになっているのかなというふう

に話題となったところです。以上です。 

 

Ｃグループ発表 
Cグループは生涯学習社会教育地域連携ということで話をし

ています。それぞれの作戦についての進捗状況と、それから令

和 8年度に向けて、こう改善するといいのではないかという具

体的な意見までいただいている状況です。こちらの立場から、

学校への働きかけというところでいくと、まずは、地域と繋が

る方法をぜひ学校が作っていただきたい。そうすると、地域の

足を踏み入れやすいといった意見になっています。具体的には

例えば三好中で言いますと、今年度わくわく作品展をやったこ

とによって、校区だけでなく校区外の方も出入りして、いろん

な方々に来ていただけた。または卒業生の作品とか、そういっ

たものを飾ったときには大盛況だった。それから不登校のこど

もたちの作品も出展されてとてもよい機会になったということ

もあるので、そういった部分をもっともっと開いた環境にして

いけると地域との繋がりができるのではないか、もしくは、防

災教育で、北中学校もやっているけれども、何か地域とつなが

る活動を学校が考えてもらえると本当に連携がしやすいのでは

ないかという意見が出ています。それから、スポーツという観

点でいきますと、親も子もできるスポーツを市が企画して行っ

ていくことで、共通の話題ができ、親子関係がよくなり、家庭

支援につながるのではないかという意見もあります。一方で、

来年度からは小学校の部活がなくなっていくということで、今

後どうなっていくのかなという心配をされている方もいらっ

しゃいます。特に筆圧が弱くなっているという傾向もやはり出

ているみたいなので、本当に今度運動機能が低下していくん

じゃないかというところがあるので、その辺もこの後の話し合

いで話題にしていただけるとありがたいなと思っています。あ

とは、実際にその場に行って学ぶ教育ということについては、

ICTもいいけれども。そういった五感を使ってもらえるという教

育も、これからも続けてやっていきたいなというような思いが

こちらにはあります。「目で見るみよし」を各校に配布させて

いただいているけれども、文ばかりではなく、写真とかもたく

さん入っていて、視覚的にも分かりやすいものであるため、そ

ういったものも使って、各校で授業に取り入れていただけると

ありがたいなという意見が出ています。中学生の読み聞かせと

いう部分で、絵本以外の本でも行っていけるのではないかとい

う広がりや可能性を感じてみえるのでボランティアスキルを向

上できるような講座も社会教育の分野でどんどん取り入れて

いっていただきたいという意見が出ています。 
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＜Ａグループ後半協議＞ 
続きということで家庭支援の部分の課題をちょっと洗い出し

ておきたいなと思うのですけども、他のグループ見ると、特に

学校教育なんか自己肯定感等っていう部分もあると思うので、

家庭支援と、自己肯定感っていうのもちょっと繋がっていく部

分も、家庭での自己肯定感の向上に繋がる部分もあるんじゃな

いかなあというところも含めてちょっと課題を少し教えていた

だけるとありがたいなと思うんですけどもいかがでしょうか。 
 放課後こども教室とはどんなところになるのか。なんか昔な

がらの遊びをしたりする、そういう場所ですか。 

 季節によってスポーツやったり、工作やったり、放課後のこ

どもたちの居場所づくりじゃないけども、通年で何かバスケッ

トをずっとやるとかじゃないんですけども、季節ごとに運動

やったり、文化的なことをやったりというところで放課後にこ

どもたちの活動を保障してこうというような場所をイメージし

て考えてもらったほうがいいのかなあというふうに思うんです

けども。放課後こども教室は、今年度はみよし市では、北部小

と天王小でやっているけれども、基本的には、委託に出してい

るんで、委託に出したところで、学生がボランティアに来てく

れたりとか、サッカーとかバスケとかも、基本的には委託に出

しているんで。詳しいことを聞きたいならば次長に聞いてみま

すか。 
 三好高校のスポーツ課の陸上部で娘が出たけれども、やっぱ

り地域の小学生の子達と関わって、まさに自己肯定感がそれだ

け単発でということはどうなのかと思いますが、関わりの中で

今まで自分たちが自分たちのためだけにやってきたことを教え

てみるとか、地域と繋がるとかでめちゃくちゃ感謝されると

かっていうことが、せっかくならこの放課後こども教室という

のを委託ではなくてちょっとコーディネートする方は大変かも

しれないけれど、みよし市役所の中のどこかの部署でやれると

よいかなと。だからそれは全部学校というのは無理だと思うの

で。であればちょっとコーディネートは市役所の中のどこかの

部署がやって、全部委託だったものを例えば、これは三好高校

ねとか。これは、東海学園ねとか。そこの学生が、この地域の

こどもを巻き込みますとか、例えば伝承遊びだったら、この地

域の老人会やお年寄りの方の力を借りましょうとか。それを

やって、周知とか地域連携になるかなと。放課後こども教室っ

ていうのは、どういう形で委託をして、今のところどういう依

頼をされている感じですか。 
 地域の方たちが参画していただいてというところが半分ぐら

いねらいの一つにしていくところなのですけれども、今の委託

している業者の方で、やはり外から来た人がそういう地域の人

材の掘り起こしというのはなかなか難しいのでそのあたりは市

の方が介入して、行政区長さんであったりだとか、今年度北部

小学校と天王小で実施したもんですからそこの地域の行政区だ

とかそういうところに行ってお願いをしたりして、学校の方で

も探していただいたりとかいうことで講師になってもらえる方

の掘り起こしは行っているところです。そういう協力もしなが

ら、一応委託事業としてやっているので、あとは場所の関係が
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宮﨑委員 

 

 

 

ありますね。どこの教室がその日は使えるのかなとか。そうい

うことを、一応業者の方で 1か月分のメニューを考えて、学校

の方と調整をして、それで父兄の方にですね、来月はこんなメ

ニューでやりますので参加する日を教えてくださいということ

で日々の活動をやっている、そんな流れで進めています。 
 業者はその NPOとかそういった使命というか、そういうもの

を持った業者さんですか。ミッションといいますかね。 
そういうノウハウをもっいてる会社だけど、その地域の団体と

か、中学校高校との繋がりはない。それを作っていただくこと

はできないのですか。今地域にはいらっしゃらないのですか。 
 事業所としてはそういうになるが、実際に働いていただくス

タッフは地域で募集をして関わってはいるが、指導に当たって

いただく方は別で掘り起こしていかなければならないので、そ

のお手伝いは市で行っていかなければならない。 
 本当はそういうコーディネーターをされる方が地域にいるこ

とが望ましいですよね。 

 歩調を合わせて進めていくところまで将来的には目指してい

ます。みよし市でこういう子育て支援とかにも関わっている 

グループはあるが、NPOまではいたってない。 
 本当は多分 NPOぐらいのところがあって、委託ができるとい

いですよね。日進市がそうですね。子育て支援の NPOは一つで

すけどうちは大学もう一つは、民間の保育園なんですけれども

そこに委託をする形でいろんなことを依頼しているので、本当

であれば、NPOが育ってくれて、そこに委託する形で、地域もよ

く知っていて、繋がる術もあってみたいなのが、将来的にはす

ごく理想なのかなと今聞いていて思いました。 
 こども食堂をやっている NPOがあると聞いていますけどね。

みよし市は。ないわけじゃないと思うんですよね。1度、NPOの

方が僕のところに来てくれて、学習支援もこう考えているがど

うだろうかという話をしたことがあるので、多分子育て支援も

そういうお話があれば、考えていただけるんじゃないかなとは

思いますね。でも地域学校協働本部に任せていくというのは一

つのあり方でそれはそれで大事かなと思いますけどね。 
 NPOを育てる支援とか、そういった部分もやっぱり同じように

進めてもう今回、放課後こども教室のことに限っては小学校の

課外活動がもうなくなってしまうということで、もう早く、と

にかくその場所を作ろうというふうで動きましたので、そうい

うところもあってですね、そこの NPOを育てるだとかというよ

りは、もうとにかく場所を作ろうということで委託業務へとい

うことで、来年度から全校で開始する、そういう運びで進めて

行きました。 
 ありがとうございます。保護者の立場ではどうですか、家庭

支援今の放課後こども教室なども今方向性を話してもらったん

ですけども、保護者としてはどういうふうな思いでいますかね、

宮崎さんからの方がいいですかね。 
 放課後こども教室っていうのが、今日初めて、すいません、

聞かせてもらった事業で児童クラブというのは長女とか利用さ

せてもらっていたので、その存在はよく知っていたんですけど、

その放課後こども教室というものが、ある程度どういう取組か
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というお話の中でわかるんですけど。その利用される方は、実

際共働きで、みんな下校する時間内にはうちの人がいないから、

その児童クラブを利用しているような子が使う場所という認識

でいいですか。このこども教室というのは、違いますか。 
 児童クラブはそういう形で保護者の就労を手助けする子育て

支援のための政策です。こども教室はそうではなくて、もうこ

どもたちを地域全体で支え、育てましょうということで体験教

育の場ということで進めますので、働いている、働いていない

ということではなくて、放課後の時間を使って、そういった地

域の人がやってきていろんな体験活動ができる。ぜひそういう

のに参加したいという児童が参加してもらうものになります。 
定員を設けているけれども、一応そういう希望者で参加しても

らう。そういう形で進めています。 
 基本定員以内であれば、参加できるというものですね。 
 はい。それにまたひと月分の今週はこういうことをやります

とかこの日はこういうことをやりますとか、あらかじめわかっ

ているので、興味のあることには参加したいけど、これは参加

したくないということで選ぶこともできるような形で行ってい

ます。 
時間的にはその小学校が終わって、遅くならない時間までと

いう感じですか。 
 毎日はやっていないですか。 
 児童クラブとの兼ね合いもあってですね。児童クラブが実は

待機が発生しているような学校もあるものですから、先ほど 2

校先行してやりましたというのはそこなんですね。児童クラブ

の待機児童がいるところで先行して、居場所を別の場で確保し、

5時まで預かってもらえばいいよという家庭だったら、児童クラ

ブでなくてもこども教室でもできるものですから、そこを先行

して、そこはもう、毎日、月曜日から金曜日までの毎日ですね。

今度拡大する残りの 6校に関しては、待機児童もないので、そ

こまで児童クラブのような機能はそこまで必要ないかなという

ことなので 2日に１回で始めます。 
 うちは 3人兄弟なので帰ってくれば、みんなそれはこどもた

ちが勝手に遊ぶんですけど、例えば一人っ子の世帯の方とかと

それこそ地域の方、みんなで育てるというキーワードが最初に

あったけれども、その地域の方もそこに来て何か教えられます

よとか、話ができますよというのがあれば、その方も自己肯定

感ももちろん高くなるし、あとはそこに来る子どもたちを一

人っ子であれば、人との繋がり、同い年の先輩、後輩とかある

と思うんですけどそういった人との繋がりもできる場というと

ころで、何かすごく自分と知らなくてすごく何かもったいない

気持ちもあるんですけど。そういう放課後こども教室というの

も、多分宣伝をしてもらっているんですけど、僕は多分周知で

きてなくて、もっと僕も広めていこうかなと思うんですけど、

何か。この周知の話題を先ほどあったので、同じようにこども

教室についても、広めてってもらえると。親、子育て世代もそ

うだし、地域の方もそういう場があるんだということを知って

もらえれば、自分はこういうことやれますよというので、お互

いウインウインでいけるのかなというのは思いました。ありが
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とうございます。 
放課後こども教室ですが、私は確か学校からもらってきたお

手紙の中の一つに入っていたなと思って。でも、私の仕事関係

上、ちょっと難しいかなと思ってほとんど見ずにいたけれども、

後日、中部小学校に通っている親御さんと話した時に、いや行っ

てみようかと思ったんだけど、天王小学校ってすごく道が狭い

し、ちょっと送り迎え難しそうだよねって。だからやめたって

いう声を聞いて。確かにそうだよねって。うちは全然歩いても

行けるけれどもそうじゃない学区の子どもだとちょっと難し

い。難しいというか。ちょっと尻込みしちゃう。そういうのは

ちょっとあるかもしれないです。 
地域を巻き込んだ家庭支援という意味では、この放課後こど

も教室は有効なのかなと今聞いていて思うんですけども、やっ

てみてまた課題が出てきてそれをビルドアップしてくというと

ころが必要になってくるかなあとは思いますが、そんな方向で

すかね。 
お話聞くと児童館機能と似た感じかなと思う部分もあるし、

もっと広い地域のというところもあるのかなとは思うんですけ

どそこら辺で共存というのか。一緒に何か取り組むとか、もう

本当に多分市役所の課が別々なので、お互いという形になって

くのか、そこら辺はどうかなというのは思ったんですけどどう

ですか。 
 そうですね。やっぱりある以上差別化というのですかね、そ

れぞれの特色が出ていくといいのかなと。児童館は児童館で

やっぱり地域の児童厚生員さんがいて地域の児童が、いつでも

ね、児童厚生員さんが迎えてくれるということで、友達と一緒

に遊びに行って、好きな時間に帰ってくるという、そういう便

利さがあるでしょうし、こども教室の方は先ほどから言ってい

るように、地域の方にも参加してもらって、本当にここはこち

らの腕の見せどころだと思うんですけどいろんな体験ができる

その中でこどもたちがいろんな学びを得てもらう。そういう場

所にしていきたいと思いますので、それぞれの場所、いろんな

場所があってこどもたちが選択できる。そんなようなことで差

別化ができていけたらなというふうに考えています。 
 ずっとこれで申し訳ないですけど、放課後こども教室で体験

されて、利用者からアンケートみたいな取ったりはするんです

か。 
何かそのフィードバックがまたあったりしたりその様子も、子

どもの顔がバチッと映らないものの様子がちょっとなんかね、

フィードバックできると何か面白そうじゃんというのがあるの

かなと思うのと、あとこれもしかするとここがワーッと活発に

なった時に、塾の二番煎じじゃないけど、そんな形もできなく

もないかなというのは嫌だなという気がするので、やっぱりこ

こはこどもたちの健全育成みたいなところで、みよし市が大事

にしているところを意図的に打っていくというのは必要なのか

なという気がするのと、やっぱりスポーツと音楽みたいな話が

あったかと思うんですけど、例えば、この中にも出てくるその

個別支援が必要な方、発達障害だったり、あとダウンちゃんだっ

たり、あと不登校ぎみであっても、何かこう体を動かすことが
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好きとか何か別に上手にしなくてもいいけど、みんなとリズム

に乗って何かするとか、歌わなくても聞いているのが好きとい

う子がもしいるとしたら、三好高校のスポーツ科学科の子たち

のいろんな専門性で、関わりながら、体を動かす機会というの

は、何か陸上部以外にもたくさん打っていっても面白いのかな

と聞いていて思いました。 
 学校だけじゃなくて、やっぱりこういったところも含めて、

子どもたち、年齢、さっき聞いていてね、世代にもよるなと思っ

て。小さい子もいれば中学生まで幅広く自己肯定感を高めると

いう上では、これは多分、小学生の子の自己肯定感とそれに関

わる地域の方の、自己肯定感、将来的にというところで有効な

のかなあと思いますが、それ以外はどうですか。違った視点で

こういう課題がないかなあとか、こういった取組やると自己肯

定感や家庭支援に繋がる、先ほどからも対話とか関係づくりっ

ていうところもちょっとキーワードかなあと思ってはいるんで

すけども。その辺ではどうですかね。 
 最初の話題のみんなで育てるということに関わるのですけれ

ども。成瀬さんがおっしゃっていたこと、すごく大事だなと思っ

て。言葉でみんなで育てると言ってもその実態がなかったら、

あるいはそれを感じられなかったら、いくら周知しても意味が

ないですよね。だから、実際にみんなで育てるという現場をど

うやって作っていくかということがやはり大事かなと思うんで

すよね。僕が、豊田市の方でね、お話を聞いたときには、町内

会単位にね、3月かな、就園前の子どもたちに呼びかけて、お花

見会を町内会でやってくれて。そうすると、そのこどもとその

親が町内会デビューできると。そこで繋がりを作っていくのだ

ということと、もう一つはその町内会は、公民館みたいな、公

民館と言っても条例上の公民館ではなくてその集落がもってい

る公民館で、そこを子どもの遊び場にして、その見守りの人が

交代でそこに入ると。老人会っていうかお年寄りの人も、それ

から時間のある保護者の方が順番に入って、こどもの見守りを

するんですね。年間を通してそういう地域の人たちと子どもが

こう繋がる場所を作っているというのがとてもすてきだなと

思って、勉強になったんですけども。同じようなことは、名古

屋市ですけども、この児童館に、うちの学生実習で受け入れて

もらっているんですよ。その中である児童館は、出前というか

アウトリーチですね、児童館の建物を出て、地域の児童公園に

行くんですね。その地域の児童公園の民生委員さんとか児童厚

生委員さんと協力して、その公園の見守りというか、プレーパー

クですけども、子どもたちにいろんな遊びの支援をしたり、あ

そこでちょっとたき火して、御餅を焼いたりとか、そういう

ちょっと軽食を提供したりする中で、そこでも地域の人たちと

子どもたちの繋がりを作りながら、ちょっと気になることも心

配な子どもの見守りをしていくっていう。そういったことをし

ているんですよね。だから、保護者だけじゃなくて地域の人も

何か参加できる、何かこう十分できることないかしらって人に

その見守りだけだから基本的には居ればいいのですよね。困っ

た時に助けてあげるとか、おしゃべりをね、ちょっとするって

いう。そんな感じで日常的な積み重ねをすることが、何かみん



 

 

 

 

なで育てるっていうね、そういった時間を作ってくれるのか

なっていうふうに思っているんですよね。だから、例えばみよ

しでもそういう、子どもの遊び場、身近な遊び場或いは放課後

の学校の運動場でもいいんですけども、そういうところを子ど

もの遊び場にしてそこに大人が見守るで入るっていうかね。な

んかそんなことができるといいかなというふうに思って聞いて

いたんですけどね。 
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＜Ｂグループ後半協議＞ 
後半、他の項目についても考えていきたいと思っていて、大

きいのは、ICTの関係かなと思いますが。実際今 GIGAスクール

構想で小中学生 1人 1台タブレットが入って 3年ということも

あって、メリットもあるし、逆に今使っていてやりにくさとい

うか、その使用するタイミングだとか困っているかと思うんだ

けども、成果と課題今までやってきた感じはありますかね。 
まず 3年間で、先生方の中で、授業の中で、タブレットを使

うことがもう当たり前になっていて、特にグループとか個々の

意見を集約するときに、本校だとオクリンクを使ってやるとか、

あとは学年で何か、今も 6年生を送る会の練習をしているんで

すけど、そういう音楽を流したりとか、動画を流したりするの

もタブレットとか、あと電子黒板を繋いでやっているというこ

とでみよし市が早くそれを導入してくださったおかげで、本当

に必要な時にすごく活用していて、今のインフルエンザでも長

期休んでいる子たちも、授業を配信するということでタブレッ

トを置いといて、本当に配信する意味のある授業は、道徳とか

算数とかの授業は当たり前のようにやれるようになってきたの

で、それが成果かなと思っています。課題としてはやっぱりそ

れをどうしてもいたずらに使っちゃったりとか家の持ち帰りを

やっているんですけど、そうするとなかなか家で、時間が守れ

なかったり、手から放さなくなったりということがあり、保護

者からは、持ち帰りはさせないでほしいって声もやっぱりあり

ます。 
保健室登校の子はドリルの勉強に役立っていることと、教室

に入れない子は教室の授業の配信を別室で見ながら勉強してい

ることができています。課題は、やはりどの教員も同じように

なかなかいかず、それぞれの教員のスタイルでやるといいなっ

ていう人もいれば、普通の授業がいいっていう人もいるので。 
一概に週 3回使用する割合 80％っていうのは、目標として厳し

いなというのが正直なところです。確かに挿絵とチョークで子

どもがわくわくするような授業をする先生方もみえるので。 
どんどん今進んでいますので。自分が、多分使えないだろう

なと。そのうち自分のスキルが多分追いついてくるかもしれま

せんが。中学校はどうですか。 
やっぱり、コロナ禍の時ですが、生徒が授業中にみなだまっ

ているけれど、それぞれの意見をアップする場所があって、そ

れを見合って学び合いに使えていた場面を見たときに、すごく

よかったなと、今ですと、ペーパーレスが一気に進んだもので

すから、紙の無駄にならないし、あと教員の仕事軽減に繋がり

ました。また、面接練習で子どもがタブレットを使っています。

何をしているのかと生徒に聞いたら自分たちの様子を見て家庭
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に持ち帰って練習するとか。授業の中でも先ほどから出ている

んですけど、どの先生も当たり前のように使っている家庭学習

でも、本校ではある会社のものを使っているものですから、そ

れを普通にやるもんですから、変わったなという。あと、いざ

というときに、学級閉鎖があったり、そのようなことがあった

りしたときには、オンラインの授業ができるということが、す

ごくありがたいなと思います。課題としては、昨年 2件ほどあっ

たのですけど、子どもの顔と名前をアップして拡散してしまっ

たことがあって、それは指導して、それからは起きないように

はしているのですけれども。 
児童生徒の中には自分たちよりもスキルが長けているような

子がいて、セキュリティをかけてはいるんだけども、それを掻

い潜ってやれちゃう子もいてウイルスとかねイタチごっこみた

いな感じなんですね。それにちょっと近いものがある。そのた

びに、その学校からこういう報告し、カットするような手段で

進めてはいるんですけれども、学習支援の一つのツールという

ことで、特に今現状不登校の配信とかでというのは、ときどき

ちょっと学校を休んでしまっている場合に、学習に関するサ

ポートは何かないんですかという声もあるもんですから、小中

学校が全部やれているのであれば全然いいと思うんだけども、

中にはもうちょっと、なかなかそこまで手が回ってない学校も

あるのかなというのは現状としてあるのかなと思います。今話

を聞く限りではやってみえるのかなという感じですが。市内各

校の状況は確認するべきだなと思っています。 
機械なので、どうしても不具合は起きる。起こった時に詳し

い人がいるので、例えば何か配信をつなげたつもりだけど、配

信が始まっているはずなのに、何も流れてこないのだけどとい

う連絡が来て、私がオロオロしていたら詳しい人が対応してく

れるんだけど、その人はずっといるわけでもないので、やっぱ

りサポーターの方も来るんですけれど、常駐すると安心できる。

あと、その場で一気に使うと、全校いっぺんには多分やれない

と思うのでそこは心配している。 
今ね ICTの支援員さんがいるけれども、頻繁に訪問している

わけではないからやっぱり何かあったときに、リアルタイムで

対応できるかっていうとそこはちょっと課題かな。 

授業参観で、タブレットを使いたいけど、3クラスは一気に使

うと無理って言っている。 
同じことが高校でも起きているけれども、少しずつ補強して

もらってね。フロア広く使えるようになってきているというこ

とも水面でやっぱりもっとよくなっていくと思うのでそこはい

ずれ解決していくことかと思います。うちなんかにも言ってい

るのはどうしてもみんな使い出すと、やらなきゃいけないとい

う気持ちになって、タブレットを使うことが目的になってしま

うっていう部分が非常に今心配をしていて。教科の特性もあり

ますから、効果があがるものはどんどん使っていって無理に何

でもかんでもではないですよと、逆にちょっとしたストップを

かけたりしています。準備だけに時間をかけて、それはタブレッ

トではなくてもできることもしている場合もあるのでその辺が

整理できていない部分が高校には課題としてある。春山先生が



 

 
 

 

新美教育部参事 

 

 

 

 

 

近藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おっしゃるように、別にタブレットではなくても、教員のチョー

クだけでも上手に教えられる場面もあるので。その辺の使い分

けはこれからかなと思います。小中学校では、家庭で通信環境

が整ってない子とかはいますか。 
貸し出しのルーターを使って対応しています。ルーターを市

で契約していますから、一応 2年前かな。2年前に、その家庭に

そういう環境が整っていない数を明確にして、そのすべての家

庭にいきわたるような数は確保してはいる。１２小中学校が同

時に使うことはないので、その時に必要な台数を確保していま

す。 
個人的な意見ですけど。まだ 1人 1 台配られてから数年じゃ

ないですか。これが歩くのに車が当たり前というのは何十年か

かったっていう世界だから、もうどんどん何でもいいから使っ

てみて 10年か 20年したら、ここはいいけどここは駄目ねって

いうのは自然とかわかるような気がするんですけどね。まだそ

んなに使う前にこれはどうであればいいという時代ではなく、

何でもめちゃくちゃやってみれば、これは駄目、これはいいっ

てわかるのでそこまでまずデータをやりこまないと、まだどう

のこうのっていう時期ではない気がする。まずはだまってやっ

てみようというのが大事ではないか。失敗も 30か 40やったら、

どっか上手くこう逃げる道も見つかるだろうし、1回や 2回の失

敗では試行錯誤とは言いませんよね。いつも NHKの何ですか。

夜やる番組。皆さん見ませんか。7万円でどんだけ、トヨタ自動

車とか東京大学がみんなでその予算の中でどれだけ変わったか

をアイデア出しまくって失敗しまくって試行錯誤しまくってい

くけど、本番で大体駄目になるような。1回の成功のためにどれ

だけの失敗があるか、まだ失敗していない段階で ICTの活用が

どうとかもっと黙って使おうって僕は思ってね。だからどんど

ん恐れず使おうというまだその辺のレベルなので、もういろん

なとこでどんどんやってみればいい。こどもたちの方がもっと

適応能力が高い。先生がたが恐れるために、こどもたちの適応

能力をかえって削いでしまう。探りながらどんどんやっていく

べきですよね。不思議に勝手に探りながらやっていく能力とい

うのは、大人は敵わないと思いますよね。使うために出しとい

たら、使わない子どもっていませんよね。何かそれなりに自分

で何かやっても、今日の課題からずれてきたら、そこで先生が

一言言えばいい話であって、少なくてもまだ 1回目のリースが

終わってない段階でどうのこうのって自動車があれだけ今みん

ながもう当たり前に何年かかったかっていう話です。やっぱり

片っ端から使ってみると、こどもたちもこんなふうに使うし、

先生方も、中学生なら今、自分の意見を書き込まなきゃいけな

いので、それがみんなアップされていくと、自分が一生懸命書

いたやつがぱっと見ると、自分よりもよいのが出てくると、く

そみたいな、こういう観点もあったかとか、一斉授業でやった

ら、どっちかというといつも自信のある子の意見を先生が黒板

に書いて終わるじゃないですか。あれ、全員が必ず自分の考え

アップしなきゃいけないから面白いですね。こどもの表情を見

ると学校に行かせたときに、自分の考えがアップされる授業は

いいけど、資料提示だけで使っている場合はあんまり興味ない
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ので、本当に自分の考えをアップしなきゃいけないのではない

か。自分たちの考えを広げる、それから 1人しかいなかったけ

ども何とかちゃんが言ったような意見を出して、だけどこれは

絶対これは俺のオリジナルだと思うだとか。そうすると、もう

ちょっと子どもたちがいろんな意見、みんな違う意見をもって

いるんだ。ちょっと何かもうちょっと自己肯定感を高めること

につながるのではないか。みんな違っていいんだという意味が

それぞれ違う意見で分かる。 
自分が当然一つの課題に対して自分の考えをもつことは大事

だと思うし、学び合うよさというものが自分の考えはもちろん

他の人の考えを知って自分の考え、プラスアルファ、なるほど、

そういう考え方でもう一度ちょっと自分の考えを再構築し直す

という機会もありますし、すごくそういう意味では、学び合い

というのは大切だと思うしそれをするための一つのツールとし

て、みんなの意見を集約できるっていうことはあるわけですが。 
利用価値の高いものであると言える。 
あれがなかったら今まではみんなにホワイトボードを書かせ

て、全員のホワイトボードを並べなければならないとか、すご

い手間ですよ。でもタブレットなら一斉に考えを見ることがで

きますよね。会社によって同じ意見まで AIでなんかやっている

ソフトありますよね。同じ意見をまとめてくれたり、グルーピ

ングしてくれたりするものも。だから、こどもたちの認知は、

このタブレットでしかできないと思うけど、なかなかやってく

れない先生たちもいるので、ぜひそれは学校も進めているとこ

ろではありますので、ぜひそういうよさを生かすような研究を

学校でも進めたいと思います。 
あと、ICT関係で課題かなと思う面はいかかでしょうか。 
今、一つはそのハード回線がという点がありましたが、これ

もう 1個今日やっぱり問題になっていたのは新聞で出ていたけ

ど、検索履歴を今までどこでもちゃんと先生が見られるように

なっているんですよ、必ず導入していると。それはこっちの何

とかをのぞけるあんな怖いやつはいけないという話になってい

ましたが、僕に言わせると、あんなインターネットの怖い世界

を子どもたちが勝手に僕のカウンセリングに来る子で、もう検

索にはまってもう地獄に落ちている子もいる。少なくても大人

の意見が理解できるにはかなりの知的がないと正確に理解でき

ないけど、こどものこんな狭い知見で考えていると何かそれに

影響されちゃう可能性もある。そんなことがあるかもしれない

と思うけど、それしかないように取られているけど、あんなの

はもう親が必ずおかしいサイトとかを見るなとか、そんな意見

はおかしいと親が一言、言ってくれればいいけど。結構それは

かり放しになっていて、結構やばい世界でカウンセリングを行

う状況となってしまう。だから僕は、あれは検索履歴っていう

のはきちんと文科省が、未成年の子どもが、悪魔の巣窟みたい

なインターネットの世界で勝手に行くなんてとんでもないこと

だって、文科省は言えばいいと思いますが、マスコミが飛びつ

いてこういう意見もあるって。検索サイトは非常に危険なサイ

トだし、クッキーによって変な 18歳未満お断りみたいな広告が、

こどもの世界にバンバン表示するんですよね。そんな世界に小
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学生が入るという。1回クッキーで入るとずっと表示されるんで

すよね。再インストールしない限り履歴が取られているので、

個別の世界、検索サイトの世界は危ないってわかるが、情報モ

ラルのところは本当にしっかりとやらないといけない。あれが

十分にされなくて、日本の教育に入ってきちゃったので、特に

携帯もそうですよね。さげサイトの話も、僕なんかもさげサイ

トが 1日に 20,30ぐらい入ります。メールアドレスが取られた

んですよね。どうやってとらえたかって絶対わからんけど、自

分の仕事で使わないメールアドレスもどっかで取られてそこに

も、迷惑メールが３つも４つも入ってくるんですよね。 
保護者が携帯をもたせるにしても、ちゃんとやる人はセキュ

リティをかけたりするけれどもそこまでもう関与しないという

家庭も出てきている。 
もう保護者教育、情報モラル教育は、教育委員会が率先して、

もっと力を入れてもいいように感じる。はまる子は 10人か 20

人に 1人ですけれども、それにはまった子がカウンセリングに

来るんだけれども。親と最初の学校の使い方の指導がしっかり

していれば、そんなことにはならなかったのかなと思います。

多分学校にはそんな、そういうことが起こっているという多分

情報入ってないと思うのですが。 
高校だと携帯はみんな持っています。今話題に出た詐欺の話

なんかも毎年新入生 4月に警察から来てもらって話をしていま

すけど。先ほど話になって検索履歴の中でやっぱり、特に中学

生もそうかもしれませんけど自殺予防の観点から、そういう情

報は、学校はもういち早く、手に入れていきたいなと思います。 
自死願望みたいな。その時私はそれを一番感じました。情報が

飛んでいます。 
大人が見たら絶対嘘だよねっていう世界が、こどもってすぐ

信じてしますので。親が常識的に違うとわかっていても、こど

もはもうすぐインターネットで書いてあったとか言って。 
情報モラルはもちろんだけど、いっぺんには難しいですけど

も、その取捨選択能力もそうですね。 
 一応入った情報をすぐ下手したらそれをそのまま友達に送っ

てしまう。本当に今、災害起きても偽情報がいっぱい出ている

ように、ひどい大人は、それを楽しむ人たちいるので、わざと

やる人たちが世の中にいっぱいいることを教えないといけな

い。だからインターネットの世界は悪意に満ちた世界であるこ

と。ICTの活用の前に僕は、やっぱりそこは学校教育でしか、家

庭教育で親がやれと言っても、9割は難しいかなって。 

どのようにまたに対して力を入れていくかということは教育

委員会でも相談させてもらいたいと思います。実際タブレット

がこれ浸透してきて、多くいろんな学校からこういうアプリが

あると授業がしやすいっていう、申請して入れている。またぜ

ひ学校の方でも教科によって、全然違うと思うのですが、でき

れば無料のアプリが多いんですけど、そうすれば教育委員会で

一斉にどんと入れることができるんですよ。ぜひそういった授

業で活用できるような、申請していただければと思います。 
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＜Ｃグループ後半協議＞ 
 後半もということですけども、他のグループでもいろいろな

ところから話をしていただきました。それであと、今日の資料

の中でも、もう 1回戻っていくと、自己肯定感を高めてウェル

ビーイング、自分の幸せ、周りの人も幸せに繋がるような手だ

てっていうかね、そんなものも考えていけたらいいのかなって

いうふうにも思っています。今の前半の部分でもかなりそれに

関わるようなこともたくさん出ていたんですけれども次回の策

定に向けての何か改善案ですとか、そういったものもいろいろ

出していただけるとありがたいなと思います。 
先ほどの資料から令和 4年度の学識経験者による意見を取り

上げて説明されましたけど、前もって配布していただいた令和 5

年度の学識経験者の意見等踏まえて、とても私はぜひこれは、

もう進めていって欲しいなっていうことが 1個あって、学識経

験者による意見 2の愛教大の中山先生が、令和 4年度で、資料

館の在り方検討会のことに対して述べてみえますで、その時に

は大規模改修も視野にというところで述べられていましたが、

今年度の分はもっとさらに掘り下げてくださっていて、歴史民

俗資料館の資料館の在り方検討会について、ただいろんな大切

な資料を収めておく資料館だけではなくて、資料の 6ページの

ところの下の方ですけど、資料館の中で活動できるというとこ

ろが書いてあったので印つけてきたのですが、各種体験事業は

やはり一番子どもたちにも関係してくることなので、資料館の

有効活用として、視野に入れて、今後進めていっていただきた

いなということを切に願っております。以上です。 
関連してでも結構ですが続けていかがでしょうか。 
 

私が今日の会に向けていろいろ見て気になっていることです

けども、家庭教育っていう言葉がたくさん出てくるんですけど

も、私ちょっと調べたんですね。子育て支援と家庭教育って言

われている部分があって、子育て支援についてはこの会でもた

くさんのこのプラン。作戦 1、2、3、4、10と子育て支援って書

いてあるんですね。今日の要項の一番初めのところを見ると、A

グループは子育て支援、Bグループは学校教育、Cグループは、

生涯学習、社会教育、地域連携ときて、家庭教育というのは、

どういうふうにこれから考えていったらいいのかなということ

をちょっと疑問に思い、家庭教育っていうところをどこでどの

ようにやっていくか。これからちょっと考えていかなくちゃい

けないんではないかなということを感じています。先ほどから

広報の話も出ているんですけど広報の今年の令和 6年の重点施

策のところで、読んで気になったんですけども、安心してこど

もを産み育てられる環境にしようというところで、子育て支援

と家庭教育っていうふうに銘打たれているんですね。2番の心豊

かなこどもを育てようところは小中学校教育となっていて、家

庭教育でこうやっていろんなところに出て来るんですけれど

も、家庭教育は何かっていうところを考えたときになかなか家

庭に踏み込めないっていう話も 6月の会に出ていたんですけど

も、対象が保護者であって、家庭教育として求められているの

は何なのかなという、保護者は何を求めているのかなとか、ど
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ういうことをやって必要なのかなとか、家庭教育という言葉で

割とザッと使うんですけども、家庭教育の中身って何を私たち

は考えていいのかなっていうところを、次の計画に向けても

ちょっと考えたり、プランの中の家庭教育はどこに位置付けた

りしているんだろうっていうところでいったときに、今日のこ

の分けるところもそういう言葉が出てこなくて、誰がどこでど

のように考えていくかというところが、これから必要なんじゃ

ないかなということ、今回に向けてちょっと感じているところ

です。以上です。 
ありがとうございます。ついつい言葉として使いやすくて

使ってしまいますけれども。そうされると、答えにくいってい

うところはあるな。 
社会教育の中ではあります。社会教育では、家庭教育学級を

やっていますよとかで言葉が出てくるけれど、それだけでいい

のかなっていうのも思っているところです。 
 僕らも地域連携って割とコミュニティ・スクールとかあるの

で簡単に使ってしまいますけれども、実際にお願いするとなっ

た場合、協力していただける方もいるんですけども、それがど

うしても一部の方に限られてきて、ついつい頼りにしたくなる

方について何度も頼ってしまうっていう現実もあり、本当はで

もそういう何かもう、そういった協力していただければ広げて

いきたいな増やしていきたいなという。そうしないと続いてい

かないっていうところもあるものですから、いかにそういった

人材を確保し、あるいは育てていくっていうんですかね、そう

いったことも必要になるのかなっていうのは思うんですけど、

その辺りでいかがですかね。 
 三好中で今年、中学 3年生に対して、家庭科の授業ですけど、

未就園児とその親御さんに来ていただいて、各クラス 1時間ず

つ学習した授業があったんですけど、それに未就園児を連れて

来てくださる方は、ベテランの方が来てくださったからすごい

スムーズに保育士さんとか、助産さんとか、そういう方が 3か

月ぐらいのこどもさんも連れて来てくださって、ただそれに対

して、お手伝いする人がコーディネーター3人だけではとてもや

れないので、もう少し、1グループに 2人は必要だから、10人

ぐらいは欲しいなということで、いきいきクラブさんにあたっ

て 1人の方が新屋のいきいきクラブさんにあたって、5，6人に

来ていただいて、私の方も、過去を振り返ってちょっと向いて

そうな人 3、4人。無理なく来られるように、それが二日にわたっ

てあったものですから、二日とも来られなくてもどこかのその

時間だけでもいいということでお願いしたら、結構入っていた

だきました。本当にこどもさん連れてきてくださった人が 2人

かな。2人の方で 1人ちっちゃい子でまだおっぱいを飲ませな

きゃいけない子。そのあと、上の 2歳ぐらいのお姉ちゃんを中

学生にさわらせたりとかして、体験してもらっている授業です

けど、そのちっちゃい子をあやすのがそのボランティアさん。

本当にボランティアでもいいですっていうことを念押しして、

全然いいよ、全然構わないよっていう方に来ていただく。だか

らそういう人を探す努力はやっぱりしておかなきゃ、日頃から

やっぱり、これからも同じ人ばかりではなく、1人が来られなく
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なった場合、また違う人というふうにやれるように、アンテナ

をいっぱい立てて、どこにどういう人がいるかっていうのを見

ておく必要が、私でもまだそういう勉強していかなければいけ

ないなと思っていますので、大変なことですけど、やったかい

はあると思いますので、やって皆さんすごくよかったって、ボ

ランティアさんは、楽しかったわって書いてくださいました。

あと、書写の方も入らせていただいて、4人ぐらいで、南中と三

好中に 1人が 2、3回ずつは入ってくださったと思いますけど。 

 やっぱり、人と人をつなげるコーディネーターの役というの

はすごい力がいると思います。すごい参考にはならないですけ

ど、歴史在り方検討会で進められていると思いますけれども、 
愛知大学の跡地のところにある有名な史料とか、黒笹の史料と

かあの辺一帯が公園緑地になる計画もあるみたいで、その辺を

一体化してその歴史につなげられるでしょうか。 
資料館の橋本です。なかなか難しいところですけど、確かに

黒笹から福谷にかけて、福谷だと福谷城があって、27号窯があっ

たり、その先に黒笹の 95号窯があったりというところで、一応

今一般公開しているんですけど、なかなか道が整備されてない

とか、場所がわかりにくいというところの意見もいただいてい

たりだとか、福谷城も「どうする家康」で一時ちょっと盛り上

がったんですけど、やはり駐車場がないとか現場所がわからな

いというところがあるんですけど、やっぱり市の資料館として

は PRしていくんですけど、どちらも市の土地じゃないというと

ころもあったりとかして、あとそちらの資料館を今後どうして

いくかという中には、北部の方にという意見を言われる方もた

くさんみえますので、その辺も含めて、資料館だけでなかなか

作るっていうのは難しいと思いますので、福谷・黒笹方面の整

備に合わせて、何か複合的なものができるといいなという、お

ぼろげながら思いはあるんですけど、なかなか今施設マネジメ

ントの考えで、みなよし交流センターの件でいろいろ新聞報道

出たりというところもあったりとか、一方で今体育館も大規模

改修やったりだとか、サンライブはまだ新しいといっても 10年

経ちますので、給食センターもそうですけど建物に 10年 20年

すぎると大体悪くなってきますので、維持管理費がかかるとい

うところで今問題になっている部分もあるので、昔みたいに物

をつくればいいっていうだけじゃないので、先ほど、在り方検

討会の話を富樫会長に紹介してもらいましたけど、どういうも

のを求められているのか、今後どうしていきたいかというのを、

市民の皆さんの意見を聞くことが一番重要になると思うので、

その辺を踏まえて今検討は進めているところですけど、なかな

か具体的に答えられませんけど、北部というのはそういった歴

史的なものが残っている重要なものがたくさんある場所だとい

うところですので、その辺は活用していきたいというところと、

今ある場所についても引き続き、借地だったり、トラック協会

さんとかも好意的に協力していただいていますのでそういった

環境は繋いでいただいたりして、資料館としてはなるべく多く

の人に見ていただいて、そういった市民の方、皆さんから歴史

や文化について、気運が高まっていくとさらにいいなという思

いがありますので、またその時には皆さんご協力をいろいろい
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ただきたいとは思っております。答えになってないかもしれな

いですけど、活用という意味では重要な場所だという認識は市

としてもしておりますのでまたよろしくお願いいたします。 
 いろんな方の意見を聞いていただけるんですよね。もちろん

そうじゃないと偏ってしまって。福祉だとか、学習する場でも

あるので。一学級は入るぐらいの場所があるといいですね。 
 今年度に入って、保育園とか小学校の子が来てくれるんです

けど、やはりちょっと狭かったり、段差があったりだとか、階

段ですし、障がいのある方だと 2階が一応あるんですけど危な

い部分もありますで、そういったところは今検討進めていると

ころです。 
 結構社会科の中でも、小学校 3、4年生でいろいろ地域のこと

について学んだり、後は 6年生で歴史について学んだりという

中で、実際に黒笹のことを話題にしたりとかするんですけど、

知らないことが多かったりしているとそんなふうなのとかいっ

て、興味をもったりとか、行ってみようかなというふうになっ

たりすると思うので、何とかそういったところに火をつけられ

るような取組ができたらいいなと思いますけども。 
 さっきの三好中の体験は授業ですよね。先生たちと協議をし

て計画を立てて行ったんですか。  

家庭科の先生からの要望で、こういう授業をやるということ

でコーディネーターに声がかかって人をこれだけいるから、日

にちもぎりぎりになって決まって、ちっちゃい子に対する保険

が結構大変でしたが、生後 3か月のお子さんも来てくれて。で

もね、育てる人がよくわかって育てている人のこどもさんだか

ら、中学生が保育園に行って、保育園の子たちと触れ合う学習

は 1年に 2回しているわけですが、そこで見せた絵本をその未

就園児に読んで聞かせるんですけど、まだ 3か月の子でも、目

で文字や絵を追っていくんですよね。こうやって。今の子は成

長が早いんですよ。栄養がいいんですかね。 
 そんなことないですよ。私は、豊田市でブックスタートのボ

ランティアを長年やっていましたけど、3か月健診で絵本の読み

聞かせをするんですね。本は決まっていて、赤ちゃん専用の月

齢に合った絵本を選んで紹介するので、ブックスタートはみよ

しでもやっていますけども、その本をプレゼントするんですよ。

プレゼントする本を決めてもらってこれを読みますと言って、

聞いてもらうんですけども、笑うんですよね。 

うれしくなっちゃってね。ちゃんと手をたたいたりしてね。 
あれでびっくりしちゃって。中学生の男の子って声が意外と低

くてトーンが低くて、大きい声で怖がるかなと思ったけど、全

然そんなことなくて。それこそ、五感を使って授業していると

いうような。感動しますよね。これはね、最初、教頭先生とか、

大丈夫かなって心配してみえたみたいですけど。 
豊田市も前から、中学生の赤ちゃんの授業みたいなのをやっ

ていて、すごく好評がいいですよね。 
 ボランティアで来た人たちもすごくかわいがって、本当に

だっこをしたら、泣いていた子がねんねしちゃってね。本当に

やりがいがあって、今後も学校は続けていきたいといっていま

した。12月の 1か月間だけ、三好中と南中のカリキュラムを合
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わせながら誰をどこに派遣するかっていうのをやって、結構大

変だったけど、学校って突然授業がなくなるときがあったりと

かして申し訳ないとか言って給食食べさせていただいたりし

て、そういう喜びがあったりとかして。だから、やっただけ、

自分に戻ってくるっていうか、私は若返りさせていただいてい

ると思っているので、すごくありがたいです。 
こういう先進的な事例をどんどんやっていただけるとそれを

他の学校で共有して、できるんだという、そういう一歩にもな

るかなと。 
実物と実際に行うとか、体験するってすごく子どもたちに

とっては大事なことですよね。 
これは学校の行事ですけれど、大学生を呼んで、中学 2年生

の子が将来の学習をする。今までは高校生でしたが、それが今

は大学生。それを今年、私は見せてもらってないんだけど、昨

年見せてもらった時には、そのハンサムで素敵な男性のところ

に目がどうしても最初に行っちゃっいましたが、「みよ中大学」

とかいう名前で昨年から始めて、すごいいいなと思いますね。 
 結構、三好中はその先輩に来てもらうということを早めから

やっていて高校生ってのはかなり前から、それで大学生を昨年

から始めた。 
京都から来たとか、この近辺じゃないみたいで。何とか連絡

を取って繋いでいる先生方がちょっと大変だったかなと思いま

すけどね。 
家庭教育って、私も本当に同感だなと思って。本当に難しい

ですよね。各家庭にお父さんお母さん片親かもしれないけれど

も保護者がいて、その保護者の背中を見て子どもたちが育てて

いくわけですよ。一番大きな影響を与える家庭教育だなあと思

うんですね。その働く姿を見せるっていうことが、ということ

はそれを意識するような機会があったら、うちの保護者はどん

なふうに社会人をやっているかっていうのを見る機会とか意識

する機会があったらいいなって思いました。 
家族に聞き取りを行ったりだとか、どんな仕事やってどん

なっていう、そういうのちのちの職業人の語る会だとか職場体

験に繋がるようなステップとして、まず親へのインタビュー、

なかなか見に行けないものですから、そういったこともやって

いるのもあるし、でもやっぱり、見られた方がいいですよね。

照れくさいかもしれないですけど。 
娘が主人に対して、夜はもうお酒が入って、ぐうたらでいる

のを見て、娘がそれでちゃんと先生やっているのって。 
お前一回学校に来いと言って。結局、見てないので、ずっと子

どもに言われていましたからね。見るといいですよね。 
でも親の職業は嫌だっていうのは、意外と。 

長谷川学校教育課主幹 

 

 

 

 

 

Ａグループ発表 
Aグループです。家庭支援のことについてグループではもう少

し話を深めていきました。今年から放課後こども教室をみよし

市やっているんですが、そこが今委託ということで働いている

方は地域の方が多いということなんですけど、できれば中学生

とか、それから高校生とか、それから地域の人、NPOの方に関わっ

ていただくことで、地域を巻き込みながらのこどもたちとの関



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

係づくりや対話ができるといいかなと、それからこども教室も

異学年の交流がありますので、ここでもこどもたちは関係づく

りができていくのかなということで、このような形がいいのか

なと。それから、児童館とか、公民館もあるわけですけれども、

また地区のことを紹介していただいたんですけれども、公民館

を地域の方が代わるがわる見守りをしてくれる。それから民生

さんとかも来ていただける。子どもの遊び場のところについて

地域の方が参加して、一緒に見ていただけるような関係づくり

ができると、地域を巻き込んだ、家庭支援というか、みんなで

子どもを育てるというところに繋がっていくのではないかとい

うところです。それから、他地区ではお花見会というのを 3月

に行って、そこで新 1年生になるこどもがデビューし、地域に

出てくるというデビューし、地域に出てくるという取組をされ

ているということを教えていただきました。それから、せっか

くこのような放課後こども教室みたいな取組をしているので、

ぜひアンケートをとって、地域の方にフィードバックして、ま

たフィードバックする時には、先ほど出たような、見て行きた

くなる一緒にやりたくなるような、また発信の仕方ができると

いいということでした。それから、せっかくここの放課後こど

も教室立ち上げたわけですから、ここをしっかりみんなで育て

るというところで、つなげていくとよいのではないかというお

話になりました。以上です。 

酒井学校教育課主幹 Ｂグループ発表 
Bグループはですね、次の話題として ICTの活用について話し

合いをさせていただきました。まず学校の現状として、小学校、

中学校に関しては、かなり 1人 1台タブレットの方も使いこな

しているかなと。高校の方もかなり浸透してきているようで、

活用がされていると。中学校に関してはですね、さらにそのタ

ブレットを使いこなすことによって、こどもたちに配るプリン

トが少なくなったことでペーパーレスにも繋がっている。また、

仕事の方も効率化されてきているという、そういった効果も現

れているという話がありました。課題についてなんですけれど

も、やはり多く挙がったのはその使い方に関することになりま

す。やはり下手すると、先生たちよりも、子どもたちの方が操

作には長けていて、どうしても先生たちの見えないところを掻

い潜っていくっていう現状もある中で、やはり使い方について

は、指導していかなくちゃいけないなと。高校に関しては、も

ちろん小中学校も行っているんですけれども、入学当初に、情

報モラルの話を警察外部機関に委託してやってもらっていると

いう話題もあります。それからその情報モラルの育成に関して

は、子どもだけじゃなくって、保護者にもしていかなくちゃい

けないという話題にもなりました。やっぱり使うのは子どもで

すけれども、それをしっかり管理するのは保護者にも責任があ

るという点では必要なことかなという話になりました。確かに

その ICTの活用に関しては、いろいろな危険もあるんですけれ

ども、例えば、車ができてから、これだけ乗りこなすようにな

るまでに何十年もかかっているのに、タブレットがまだ導入さ

れてから数年、それこそこれからさらに使い方に関しては、よ



り一層広がっていくっていうものだというふうに考えてみる

と、失敗から学ぶことも大切なんじゃないかと。ここは非常に

難しいですけれども、失敗が失敗で済まないこともあると思う

が、そこのコントロールをしっかりしていかなくちゃいけない

のかなというふうに思いました。以上です。 

事務局・多治見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃグループ発表 
Cグループです。先ほどの五感を使ってもらうというところに

繋がってくるんですけども、学識経験者の中山先生からお話が

あった通り、資料館の在り方についても、各種体験活動ができ

るような施設になっていって欲しいという思いが書かれていま

した。話題になったのは、今ある場所だとなかなか行きづらい

雰囲気の場所になっていて、ちょっと狭いなあというところも

あったりするので、ぜひ北地区、黒笹から福谷あたりに、そう

いった施設ができてくるといいのではないかと。北地区は歴史

的にとても魅力的な場所だから、そんな場所なるといいのでは

ないかという意見が出されました。その時にはぜひ、市民の声

も聞きながら、どんなものがいいか考えていくって話になった

んですけども、ぜひ市民っていうだけじゃなくってもう少しこ

ういろんな立場の、例えばこどもたちから意見聞くとか、もっ

といろんな人たちから意見を聞いて決めていくといいのではな

いかという意見も出ています。それから五感を使ってというと

ころでいくと、三好中学校が行っている家庭科の授業ですけれ

ども、未就園児との触れ合いということで、活動を行ったとい

うことがありました。中学生も未就園児たちを目の前にした時

には触れあい方という面ですごくいい経験になっていたし、実

際に体験して、触れるという体験は学びになるという意見が出

されました。ただそういった時に、例えばお手伝いをする方が

どうしても必要になってくるので、人材確保は、とても課題に

なってくるかなという話になっています。ただ、その時に地域

コーディネーターの方の力を今回借りて行ったってこともあり

ましたので、コミュニティ・スクールを進めるにあたって、コー

ディネーターの力が大事になってくるのかなという意見になっ

ています。最後、家庭教育っていう部分で、なかなか位置付け

がはっきりとされていない部分がまだあるので、今後見直しに

向けて、その中身を見直していくということであったり、保護

者が何を求めているのかというところもあったりして、考えて

いけるといいかなと。誰がどこでどのように支援していくのが

明確になるといいという、そんな話になりました。特に保護者

の姿を見て、こどもたちが育っていくので、保護者の働く姿を

実際に見てもらえる機会をつくるなど、考えていけるとよいの

ではないかという意見がありました。以上です。 
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それでは事務局の方自席にお戻りください。 
今からの時間ですけども、ちょうどこの春に任期が切れると

いうことで、委員のお 1人ずつですね、今までの協議、この委

員会参加してのご感想、ご意見をいただきたいということです

ので、順番に少しお話をいただけたらと思います。 
 

他のグループのお話も聞いて、大変参考にあったのですが、

私たちのグループではやっぱりどうやって地域と繋がっていく

かというところが大きなテーマになったのかなというふうに思

いました。あと、みんなで育てるっていうイメージは、何とな

く漠然と私は黒笹に住んでいるので黒笹のこどもたちが、全然

知らないおじいちゃんとかおばあちゃんにも挨拶をしっかりし

てくれるとか、あと緑色のビブスを起きた、地域の方がずっと

回って、いろんな人と挨拶しながら交流しているという姿を見

て、これもきっとその一つなんだろうなということを思います

が、どんどん少子化になっていて、家から出ないっていう高齢

者の方も増えていくとなると、いろんな仕掛けが必要になるの

かなと。その一つで、やっぱり放課後こども教室っていうのは

大きいのかなと思います。地域でもうリタイヤされて時間があ

る方で力を貸してくれる方がいたり、あとここにも書いてあり

ますように、地域の中学校、高校、スポーツ科学科の高校生の

方達は皆さん、コミュニケーション能力も高くて、いろんなス

ポーツのことも知っているので、今、個別支援が必要なお子さ

んもとても増えていますが、その方とのコミュニケーションも

きっととってくれるんじゃないかなということと、そういう方

がやっぱり地域にいるということを私たち知っていく必要があ

るのかなということを改めて思いました。 
 

私は、社会教育委員としてこの会に出させていただいていま

すので、その立場のことも踏まえてお話をしたいと思います。

社会教育委員の大会とかに出ると、家庭教育という部門がある

んですね。家庭教育というのは一体何だろうということを考え

て先ほども、グループの時も話したんですけども、家庭教育っ

ていうことが、余りにも広い範囲の言葉で使われ過ぎていて家

庭教育で済まされてしまう面がたくさんあるかなということを

感じています。今回の 20のプランを分けるにあたっても例えば

本日の要項の 1ページ目のグループ分けのところも、子育て支

援、学校教育、生涯学習・社会教育・地域連携となっていると

きに、家庭教育は一体どこでどのようにということを強く感じ

ていて今日出させていただきましたということが一つと、この

会に出させていただいて、本当に今日も具体的な姿、こどもた

ちのこんなふうな活動をしているとか、具体的な姿を聞かせて

いただくと、やっぱり学校教育とか、学校でされている活動は

いいなということを感じます。具体的にそのように、子どもた

ちがしていることはすごく大切なんですけども、これから先に

またプランを考えていくにあたって、先ほど出ました ICTもす

ごく重要な要素になってくると思います。それがないとこれか

らは考えられないし、それを入れていくということで、すごく

大切な要素になるなということを思います。ただちょっとこの
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間、大学生と意見や考えを聞く機会がありまして、大学生の中

にも、ICTは素晴らしい、すごくいいという絶対肯定の人とそう

ではなくて、実際に行うこと、豊かな心を作って体験してとい

うことが大事だっていう意見をもっている大学生もいました。

それを両方聞いていて、ICTなくしてはこれから考えられない

し、でもやっぱり実際に行う五感を使って感じるというところ

も、なくなってほしくないと思うところでありまして、その両

方の面をしっかり考えていかなくてはいけないのかなって上手

に活用し、プラスその他の面でどうやっていくかっていうこと

もこれから考えていく必要があるのかなということ今日感じて

います。以上です。 

 

三好高校の平尾でございます。この 2年間ですね委員という

ことでいろいろ皆さんのご意見をいただいたり、あるいは高校

の現状を説明したりということで、非常に貴重な時間をいただ

けたと思っております。やはり学校教育だけでなくてですね、

子育ての段階、そして卒業後の社会出てからのいろんな生涯学

習ですとか、社会教育についてもこうした一連の流れの中で、

いろんな対策等を知れたのは非常にありがたかったなと思って

おります。今回こうして勉強させていただいたことをまた本校

の活動にも生かして参りたいと思います。せっかくのご縁です

ので何かありましたらいつでも三好高校へ声をかけていただけ

ればと思います。ありがとうございました。 

 
事前にいただいた資料から、3点ですけど、自己肯定感という

言葉が今日飛び交いました。自分はとにかく子どもたちに毎日

元気に学校に来て欲しいというのが一番の願いです。その中で、

普段は不登校なのに、突然来るときがあるんですね。要素とし

ては、例えば学校行事で修学旅行、自然教室実行委員とか、合

唱コンクール、体育祭があるとその中でこういう競技があって

一緒に練習できる。本当に行事が精選される中で授業にはない、

不思議な力があるなということで、本当にこういうものも大切

にしたいなということを普段から思っております。二つ目です。

コミュニティ・スクールですけど、本校だと、地域コーディネー

ターの方が大変力がありまして、教師がこんな授業をやってみ

たいなとか。こどもの実態からこういうことをやってみたらど

うかなあということで、こちらが聞いたりすると、こういうの

はどうかなあということで、どんどん紹介いただいております。

だから、本当に今年、昨年とこどもが、教員が本当に得をして

いるなと感じているのでコーディネーターの方に感謝しており

ます。三つ目に、部活動の地域移行ということで、これが進ん

でいる中で南中には柔道部がないんです。それが今年北中に行

くことによって、県大会の場を踏ませていただく、そんなよう

な活躍の場もいただきました。ただ、よく学校の方で問題にな

るのですが、教員は 3時間やってもこれすいません。お金のこ

とになってしまうのですけど、3時間やっても 2700円、地域の

部活動指導員だと 1時間で 1600円。本当にささいなことですけ

ど、そういうのが今後も、令和 8年度の実施いうことで、ちっ
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ちゃなことではないんですけど、こういうものがモチベーショ

ンの低下に繋がらないかなというのは危惧しております。あり

がとうございました。 

 
三好丘小学校の春山でございます。小学校代表してお話させ

ていただきますが、本校の子たちは地域の大人が本当に大好き

で、アジサイを境川のところで一緒に植えたりだとか、それか

ら校外学習で、いきいきクラブの方が手を引いて出ていただけ

たりだとか、本当に何々さんって、こどもが手を振る姿がいっ

ぱいこれ、本校だけではなくて、市内のどの小学校もそのよう

な活動をやっているということを、聞いております。本当にふ

るさとみよしっていうことをこどもたちが、地域の方との繋が

りの中で、そういうことを感じさせる姿をたくさん見せてもら

いました。体系別のいろんな施策があって、こういうこどもが

今育っているんだなということを感じております。また、ぜひ

地域とともにある学校、全小中学校で作っていけたらなと思っ

ておりますので、またよろしくお願いいたします。以上です。 

 
今年度 1年間、この会議に参加させていただいて、一番思っ

たことが、本校も今年度からコミュニティ・スクールを立ち上

げまして、地域にこういうことに困っていますということを

言ってみると、たくさんの方が、こういう方法があるよとか、

こんなことできるよということで評価してくれる人がたくさん

いるっていうことがわかりました。みよし市も、こうやって教

育活動に丁寧に取り組んでくださっていて、他市町の人といろ

いろ話をしていても、本当に丁寧にやっていただいているなっ

ていうのは、よくわかります。それがさらに広く市民に伝わっ

ていくと、この取組のよさがさらに広がってまた協力していた

だける方が、増えるのかなというに思いました。以上です。 

 
みどり保育園林です。ありがとうございました。今年度、こ

の会に参加させていただいて私自身すごく勉強させていただい

たなと思っています。本当にみんなで育てるというところで地

域を巻き込むということ。小学校に行く前に園で、本当に今、

地域との関わりがあまりない状態になっているので、これから

どのように地域にアプローチしながら、地域との関わりをもち

ながら、小学校に行く前にこどもたち、地域と関わりをもって

就学ができるようにしていかないといけないなっていうのを強

く感じました。また、Cグループさんで五感を育てることが大

切っていうようなお話も今日出ていましたけど、やっぱり保育

園でも、いろいろなこどもたちが経験をして、それで自分で考

えて、失敗をしながら、もう 1回やってみようっていうところ

を今、大切に保育に取り組んでいます。やっぱりそういうこと

は幼児期しかできないことなのかなあと。小学校に行くとやっ

ぱり ICT教育というところも入ってくるのでこの幼児期の教育

で大切にしなきゃいけないところを改めて感じさせていただき

ました。また皆さんの意見を聞きながら保育の方にも取り入れ

ていきたいなと思っています。ありがとうございました。 
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成瀬です。私は今年 1年間ということで、勉強になる時間を

過ごさせていただきました。私自身 3人のこどもの母でござい

ますが、普段の生活はとても戸惑うこともいっぱいありますし、

とても皆様にお見せできるような生活ではないんですけれど

も、地域の方たちと一緒に子育てをして、これからも行きたい

なと改めて思いました。ありがとうございました。 

 
父母の会、保育園の会の会長の宮﨑です。今年度、このよう

な立場でこの会に参加をさせていただいて、私自身もみよしで

育って今実際にみよしで子育てをしているということで、子育

て世代の目線でということで、今回と前回、この会に参加をさ

せていただきました。前回もそうですけど、自分はみよしが好

きでみよしで子育てしたいということで、今実際にみよしで

やっているわけですけど、自分のこどもも同じような思いを

もって欲しいなっていう気持ちがずっとあります。もっと言え

ば、みよしの外から来られた方も同じような思いをもっていた

だけるといいなっていう思いがあります。ただ、実際自分がこ

の会に参加してみると、みよし市がやってくださっている取組、

施策を全然僕自身わかってなかったなっていうのが今回と前回

の会議、参加して感じたところではあるので、私自身の個人の

力は大したものではないので、まずは自分の周りの友達だった

りとか、ママ友・パパ友だったりとかに、みよしはこんなこと

やっているんだよということを紹介して、広めていけたらなっ

ていうふうに思っております。非常に自分自身も勉強になった

会でした。ありがとうございました。以上です。 

 

みよし市文化協会からやってきております。富樫と申します。 
私もこの会議でたくさん学ばせていただきました。本当にいろ

んな立場の先生方がいらっしゃって、私の心の中がすごく豊か

になるというか、私の力のなさで悩んだこともありますが、と

ても自分自身、充実した日々を過ごさせていただいているなと

思います。今、宮﨑さんもおっしゃられたように、この会議を

通してというか、みよし市が私はよそから嫁に来た身分ですが、

みよし市はいい街だと本当に思います。だから、こういう取組

があるということを知らない人がいっぱいいると思いますの

で。やはり一生懸命みよしのことを考えて、市の方と先生、学

校、地域の方と協力してやっているというのを市民の方に知っ

ていただいて、それを家庭教育に生かしてもらえると、すばら

しくなってくじゃないかなと思いました。以上です。 
 

ありがとうございました。文化財保護委員会から来ました鈴

木です。私も 3人のこどもの子育てを終えて、またその子ども

たちも子どもをここでまた運よく育てております。どの子も 1

回外に出たんですが、みよしは本当に他の地域と比べて住みよ

いと言って戻ってきました。私もそのことはすごい実感してい

ます。学校は、学習だけでなく、人との関わり方だけじゃなく

て、本当に大切な人との交わり方を教えてくれる場だと思いま

す。いろんな失敗をしても、そこに友達がいるとか、いろんな
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経験ができる、本当に大切な場だと思います。それで、資料館

の在り方検討会の話も進んでいまして、いろんな古いことにつ

いても、自分たちが学べる場所となるように、いろんな人の話

を聞きながら進めていってほしいと期待しております。以上で

す。 
 

スポーツ推進委員の鈴木です。この教育という大きな話の中

で何かスポーツ推進委員というかスポーツのことが、何か小さ

いことかなあと思って、多少なりともお役に立てればと思って

おりますがちょっとこの場でお話しするのは適当なのかどうか

わからないのですけど、20年ほど前に長野県で私、信号のない

交差点で止まって、小学生の女の子 1人だけ渡って向こうへ行っ

てから、振り向いて 90度頭を下げ、それを見て、未だにまだそ

のことが頭にあるから離れないんですけど、学校で教育された

のか、親がそうやって、こうしなさいと言ったのかちょっとわ

からないんですけど、よくあれだけ頭を下げて、ありがとうご

ざいますと心から言えるような、そんなこどもたちがみよしで

も育つとありがたいなと。ありがとうございました。 

 

今までみよし市教育振興基本計画推進委員として、この図書

館協議会の代表として出させていただいて本当にありがとうご

ざいました。私自身は個人的にみよしの小学校、中学校と長年

にわたり読み聞かせのボランティアをさせていただき、また図

書館でも読み聞かせのグループで、読み聞かせをさしていただ

いているのですが、どんどん認識していただいて、いよいよ今

年度というか、この前 12月ですね、今全小学校・中学校の読み

聞かせのグループ、そして、おはなし会図書館のお話からグルー

プが市から感謝状をいただき、皆さんすごくやる気が出たと感

動して、また力にしたいと言っておりましたので、皆さんにお

伝えします。本当にありがとうございました。そして、今年は 2

月に、中学生の読み聞かせのボランティアをしているボラン

ティアさんのために、講座を開いていただき、その内容がずっ

と求めていた読み物へ移っていくための読み聞かせの時間にす

るということの講座だったので、これから少しずつその講座を

聞いたボランティアさん多数いましたので、中学校のボラン

ティアさんが集まってくださったので、そこでこれから変わっ

ていくんじゃないかなとすごく期待しています。もう絵本だけ

ではなく、読み物に向かっていく。ちょっと読み物の中の全部

読めないので、一部分を紹介して、その本を読みたいなってい

う気持ちになってもらったり、また中学生や大人にも、とても

読みごたえのある絵本を紹介してくれたりとかの機会が増える

のを期待しています。またそれを 1回だけではなく、連続して、

これからもずっと定期的にやっていただけたらありがたいなっ

て思っています。本を好きになってくれる子を育てるっていう

ボランティアを長年さしていただいて、今後はやっぱりここに

もあります自己肯定感を高めるっていうことにもとても貢献し

ますし、また自然の美しさを感じて幸せを見出していく力を得

るっていう、そういう大きな力を本は秘めていますので、そう
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いう本を紹介できる力を持ったボランティアさんを助けていた

だけると、とてもありがたいと思って、私も日々精進して、勉

強していきたいと思っています。ありがとうございました。 

 
教育委員の近藤です。この会に参加させていただいて本当に

勉強させていただきました。自分は教育委員としてこれ 4年目

になっているんですけども、もう一つ別の委員会でみよし市総

合計画、30年後、または 10年後にどういうみよし市にしていく

かという委員会でとある委員さんが、よそのメーカーの統計

だったんですけども、住みよい町ではみよし市はトップだった

んですけども。ずっとみよしに住み続けたいかというときは、

実はトップじゃなくなっちゃうんですよね。総合計画の方は税

金をどうやって皆さんが住みよいまちにするかという観点なの

ですが、ずっとここで骨をうずめるコミュニティとして感じて

いるかというと、実は感じていない。そのギャップはどこで埋

めたらいいのかなっていうと、実はここの会なんです。ふるさ

とみよしをどう一人一人の子供が感じていくか、今始まってい

るコミュニティ・スクールとか、いろんな地域で中学校を中心

としたコミュニティの会議があるんですけども、そういうとこ

ろで、こどもが、関わって、自分たちの見直し、みんなと一緒

に作り上げていくみよしというのを体感していくと。多分今度

ずっと進んでいく、自分たちのみよし市になっていくんじゃな

いかなと。実際は、住みよいみよしにしていくっていうのは実

は教育委員会のこの部会の方が実はベースでそういう人づくり

をしていくということなので、私はそういう観点でここの部会

にかかわせていただき、勉強させていただきましたということ

でお礼を申し上げなきゃいけないんですけども、やっぱりこう

いう部会に入ってないとやっぱり勉強できないというか自分が

知ることができなかったので、本当にみよしに長いこと住んで

いましたけども、こういう観点で勉強させていただいたってい

うのは、本当にありがたいことだなと思って感謝しかありませ

ん。ありがとうございました。 

 
最後に私の方からも一言申し上げたいと思います。今委員さ

んの皆さんのご意見ご感想をお聞きしてですね、皆さんどうい

う感想をもたれたかなと思うんですが、私としては非常にみず

みずしいといいますかね、皆さんの言葉がとても心地よく、そ

してなるほどなと思って共感しながら聞かせていただくことが

できました。これもこの委員会が、この教育振興計画を通して、

こうしたグループ協議を重ねて、一人一人の意見を受けとめな

がら議論を進めてきたということが大きいのかなと思ってい

て、それはいい会がつくれてきたのかもしれないというふうに

思っているわけです。今日いろいろ議論をしていただきました

けども、どちらかというと、この委員会はこどもの教育につい

て、語ってきたなというふうな思いがあります。それはそれと

して大事なのですが、最後近藤委員さん言われたような、住み

続けたいかというところは実は大人の生き方の問題なのですよ

ね。私はその社会教育が専門なのですけども、今、人生 100年

時代というふうなことが言われてもう10年ぐらいになるのです



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が、今のこどもたちが大人になる頃には、もう半分以上の人た

ちは 100歳ぐらいまで生きる、そういう時代になってきたんだ

ということで、しかしそれはライフサイクルでいくとどういう

ことかというと、かつてはこどもを育てて、そして 60ぐらいま

で働くと、大体自分の人生は終わりで、あとは余生だ、そういっ

た人生だったわけですけども、今はそうではないですよね。こ

どもが 1人前になって育っていって、それからまだ 30年とか 40

年とか人生は続くわけですよね。だから、子育てではない。あ

るいは仕事が中心の生活でもない。そういう人生が 30年 40年

あるというのは一体どういうことだろうか。今まで日本、ある

いはその世界もそうですけども、人類があんまり経験してこな

かったその生活スタイルにもう足を踏み込んでいるわけですよ

ね。ですから、その仕事の面にしても今までずっとやってきた

仕事をこれからまた続けていくのか、あるいは違う仕事に挑戦

するのか、仕事に挑戦するためには、やっぱり勉強したり、学

習の場が必要になってきたりしますよね。あるいはこの子育て

にしても、自分の子育てが終わったから終わりか。いや、もっ

とほかのこどもたちと触れ合いたい、育てたい、何かやりたい

というときには、もう少し違ったこどもとのつき合い方が、始

まらなければいけないのですが、そのためにはやっぱり学習が

必要だったりもします。そういった大人たちが自分の人生を

ウェルビーイングという言葉が出てきましたが、自分の幸せを

感じて生活満足度を高めて、充実した生き方をするためには、

実はその社会教育の分野がとても大事で、大人の学び直し、そ

して今ある生活をどうやって豊かにしていったらいいかという

ことを、みんなで考え合っていく場所が、大人たちにとっても

あるのかどうかということが問われているんだと思います。そ

ういった大人の生き方を見て、こどもたちは、ここの地域は、

大人がすてきだなというふうに思ってくれて、ここで住み続け

たい、ここに自分の人生をかけたいというふうに思ってくれる

のかなというふうにも思います。そういった意味では、来年度

になるかもしれませんが、こどもの教育という問題と、大人の

学びというものをつなげて、大人がどう生きていくのかという

ことも、ぜひこの会で議論していただけるといいかなというふ

うに思います。一言付け加えますと、今日自己肯定感の問題も

出ました。少し遊び場の話もさせていただいたのですが、こど

もにとって遊びってのはとっても大事ですよね。これは幼児教

育の方はよく知ってらっしゃいますけども、小学校以上の学校

の場だとあまり遊びっていうのは大事にしてこなかったんじゃ

ないかという思いが少しあります。しかし、特に小学校はそう

ですかね。放課後とか、あるいは休み時間で遊ぶ。そういう姿

がとても生き生きしているはずなんですよね。遊びというのは、

こどもの主体性が一番発揮できる。つまり育つ、そういう時間

なんですよね。何かをやりなさいというふうに言われたんでは

なくて自分がやりたいことをやりたいだけやっていく。その中

で自分の価値感であったり、人との繋がり方であったり、そし

て自分の生き方というものを見つけていくのがその遊びの時間

であるはずなので、もっと私たちはこどもの遊びを大事にしな

いといけないし、遊べる場所、遊べる時間というものを、保障



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

 

事務局・多治見 

 

 

 

 

鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

 

冨田教育部長 

 

鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

 

してあげないといけないなというふうに思っています。それは

小学生だけではなく、本当は中学生や高校生、大学生にとって

も、同じなんじゃないかというふうに思っていて、そういった

時間が自分を育てて、自分の人生の自分の価値感というものを

育てていく、そういった場所・時間になるんではないかなとい

うふうに思っています。そういう意味では、実は大人にとって

の遊びって、とても大事だということにもなるかと思います。

そういったこどもから大人を通してですね、このみよし市の中

で、ウェルビーイングですね。幸せに、人と繋がりながら、そ

していろんなところでやりがいを感じる。そういった地域を

作っていくということ、この教育振興計画の中で、ぜひ目指し

ていただきたいなというふうに思いました。市民の皆さんと一

緒に計画をよりよくしていくと、そのための議論をしていただ

く場がこの委員会だと思いますので、また、今後もですね、計

画の進行、そしてその計画をよりよくしていくそういった営み

をですね、皆さんと一緒にしていきたいというふうに思います。

準備をしていただいた事務局の皆さんにも感謝申し上げたいと

思います。それでは、協議が終わりましたので、進行事務局に

お返しいたします。 

 
大村先生どうもありがとうございました。 
今後の予定について事務局よりご説明します。 

 
 要項の6その他にも載せさせていただいておりますが、令和８

年度の策定に向けて、来年度は2回から4回に増やして、教育振

興計画推進委員会を行っていく予定でおります。また、温かく

見守っていただけたらと思います。以上です。 

 
では最後にお礼の言葉を、教育部冨田泰隆が申し上げます。 

 

  

教育部長お礼の挨拶 

 
以上をもちまして、第 2回みよし市教育振興基本計画推進委

員会を終了させていただきます。皆様ご起立をお願いします。

ありがとうございました。御着席ください。 

 


